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〇
三
兵
士
官
学
校
と
沼
津
兵
学
校
ー
旧
幕
府
陸
軍
と
の
断
絶
と
連
続
ー

②
幕
府
陸
軍
の
解
体
か
ら
沼
津
兵
学
校
の
発
足
へ

③沼
津
兵
学
校
付
修
行
兵
と
静
岡
藩
に
お
け
る
常
備
兵
の
不
在

お
わ
り
に

［論文
要
旨
］

　
徳川
幕
府
の
後
身
た
る
静
岡
藩
が
明
治
初
年
に
設
立
し
た
沼
津
兵
学
校
が
、
士
官
養
成
機
関
と
し
　
　
　
　
い
て
は
、
文
献
上
空
白
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
時
期
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

て

の

進
化と
い
う
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
、
幕
末
に
幕
府
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
　
　
　
　
ま
た
、
生
育
方
・
勤
番
組
と
い
う
不
勤
・
無
役
者
集
団
を
維
持
し
な
が
ら
常
備
兵
を
擁
さ
な
い
と

れた
軍
制
改
革
の
最
終
到
達
点
で
あ
る
と
す
る
評
価
に
誤
り
は
な
い
。
し
か
し
、
一
地
方
政
権
で
あ
　
　
　
　
い
う
特
殊
な
軍
事
体
制
を
採
用
し
た
静
岡
藩
の
特
徴
を
、
沼
津
兵
学
校
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
察
す

る
静
岡
藩
と
中
央
政
府
で
あ
る
幕
府
と
の
根
本
的
な
違
い
に
よ
り
、
軍
制
全
般
に
お
い
て
は
決
し
て
　
　
　
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
沼
津
兵
学
校
に
付
置
さ
れ
た
修
行
兵
と
い
う
存
在
が
検
討
対
象
で
あ

直
線
的
な
継
承
関
係
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
。
脱
走
・
壊
滅
し
自
然
に
消
え
去
っ
た
海
軍
は
別
と
し
　
　
　
　
る
。
こ
れ
は
、
政
府
の
命
令
に
よ
っ
て
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
常
備
兵
三
〇
〇
〇
人
に
相
当
す
る

て
、
陸
軍
に
つ
い
て
は
、
幕
府
時
代
に
生
み
出
さ
れ
た
膨
大
な
兵
力
は
静
岡
藩
で
は
不
要
と
さ
れ
、
　
　
　
　
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
、
定
数
に
は
る
か
に
足
り
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
単
な
る

大
規
模な
リ
ス
ト
ラ
が
実
施
さ
れ
た
。
幕
府
の
軍
備
増
強
政
策
は
、
静
岡
藩
で
は
一
転
し
て
軍
縮
路
　
　
　
兵
卒
で
は
な
く
下
士
官
候
補
者
で
あ
っ
た
。

線
へ
と
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
量
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
質
的
に
も
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
　
　
　
　
静
岡
藩
は
、
幕
府
陸
軍
時
代
の
多
く
の
遺
産
を
切
り
捨
て
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
一
部
の
良
質

が
少な
く
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
部
分
に
つ
い
て
は
的
確
に
引
き
継
い
だ
。
ま
た
、
旧
幕
府
陸
軍
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
人
脈
と
発

　本
稿
で
は
、
ま
ず
、
沼
津
兵
学
校
と
、
幕
府
が
幕
末
段
階
で
設
立
し
た
三
兵
士
官
学
校
と
の
継
承
　
　
　
　
想
を
付
け
加
え
、
し
た
た
か
に
明
治
政
府
に
対
し
た
。
そ
れ
が
、
沼
津
兵
学
校
で
あ
り
、
修
行
兵
の

関
係
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
指
導
に
よ
り
生
　
　
　
　
制
度
で
あ
っ
た
。
徴
兵
と
い
う
形
で
庶
民
を
軍
事
に
取
り
込
め
た
か
否
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

ま
れ
た
後
者
と
は
、
人
的
に
も
組
織
的
に
も
継
続
性
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
・
他
藩
に
遅
れ
を
と
っ
た
静
岡
藩
で
あ
る
が
、
士
官
教
育
、
さ
ら
に
は
普
通
初
等
・
中
等
教
育

　
次に
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
・
六
月
以
降
に
始
ま
っ
た
旧
幕
府
陸
軍
の
解
体
と
再
編
の
　
　
　
と
い
う
非
軍
事
面
に
お
い
て
、
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
先
進
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
軍
事

過程
1
1
静
岡
藩
軍
制
の
成
立
過
程
を
点
検
す
る
。
幕
府
瓦
解
後
、
と
り
わ
け
慶
応
四
年
五
月
以
降
の
　
　
　
部
門
よ
り
も
教
育
部
門
に
お
い
て
近
代
化
が
先
行
し
た
の
で
あ
り
、
沼
津
兵
学
校
は
、
「
兵
」
学
校

陸
軍
組
織
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
『
続
徳
川
実
紀
』
、
『
柳
営
補
任
』
、
『
陸
軍
歴
史
』
と
い
っ
た
既
存
　
　
　
　
で
あ
る
よ
り
も
、
兵
「
学
校
」
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

の

諸
文
献に
は
記
載
が
な
い
。
つ
ま
り
、
旧
幕
府
陸
軍
が
静
岡
藩
軍
制
へ
接
続
す
る
途
中
経
過
に
つ

9
9
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は

じ
め
に

　
近
世
の
封
建
制
・
身
分
制
に
も
と
つ
く
前
近
代
的
軍
事
組
織
が
廃
棄
さ
れ
、
近
代

国
家
の
基
礎
要
件
た
る
国
民
軍
が
生
ま
れ
育
つ
過
程
に
つ
い
て
は
、
長
い
研
究
史
が

あ
る
が
、
近
年
は
、
明
治
政
府
の
軍
制
改
革
に
先
立
つ
幕
府
に
よ
る
そ
れ
に
焦
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

当
て
幕
末
段
階
で
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
す
る
実
証
的
研
究
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
長
州
藩
・
薩
摩
藩
な
ど
諸
藩
の
軍
制
改
革
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

明
治
政
府
へ
の
影
響
と
い
う
点
か
ら
も
看
過
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
幕
府
の
そ

れ
は

規
模
や
内
容
面
に
お
い
て
、
最
も
主
導
的
・
先
進
的
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
本
稿
が
取
り
上
げ
る
沼
津
兵
学
校
は
、
江
戸
幕
府
の
後
身
た
る
静
岡
藩
（
明
治
二

年
途
中
ま
で
は
駿
河
府
中
藩
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
本
稿
で
は
統
一
す
る
）
が
明
治

初
年
に
設
立
し
、
多
く
の
人
材
を
明
治
陸
軍
に
送
り
込
ん
だ
陸
軍
士
官
学
校
で
あ
り
、

ま
さ
に
幕
府
の
軍
制
と
明
治
政
府
の
軍
制
と
の
結
節
点
に
あ
っ
た
存
在
で
あ
る
。
し

か

し
、
そ
れ
自
体
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
文
化
史
・
洋
学
史
・
教
育
史
・
科
学

技
術
史
・
書
誌
学
・
地
域
史
と
い
っ
た
方
面
か
ら
の
蓄
積
は
少
な
く
な
い
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

純
粋
な
軍
事
史
的
観
点
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
理
由
の
一

端
に
は
、
戦
後
の
一
般
向
け
概
説
レ
ベ
ル
で
は
、
「
兵
」
学
校
で
あ
る
こ
と
を
忌
避

し
、
む
し
ろ
「
文
明
開
化
の
先
端
」
的
教
育
機
関
と
し
て
評
価
し
よ
う
と
す
る
傾
向

が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
学
問
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
沼
津
兵
学
校
は
、
そ
の
時

間
的
・
空
間
的
位
置
か
ら
、
過
渡
的
・
地
域
的
な
存
在
と
見
な
さ
れ
た
］
方
、
教
育

の

制
度
・
内
容
面
に
お
い
て
は
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
あ
た
か
も
そ
の

時
期
そ
の
場
所
に
の
み
あ
っ
た
孤
高
の
存
在
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
幕
府
軍
制
の

研
究
か

ら
も
、
明
治
軍
制
の
研
究
か
ら
も
対
象
外
と
さ
れ
、
研
究
史
上
取
り
残
さ
れ

て

き
た
と
い
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、
明
治
初
年
、
幕
府
倒
壊
か
ら
廃
藩
置
県
に
い
た
る
府
藩
県
制
時
代
の

諸
藩
の
軍
事
史
的
動
向
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
藩
史
や
自
治
体
史
に
は
何
ら
か
の
形

で
言
及

は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
旧
藩
時
代
と
明
治
の
軍
制
と
を
結
び
付
け
る
よ
う

な
視
点
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
藩
制
時
代
と
明
治
政
府
の
軍
制
と
は
断

絶

し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
徴
兵
制
の

先
駆
的
導
入
を
図
っ
た
和
歌
山
藩
の
よ
う
な
特
徴
的
な
事
例
で
は
、
研
究
の
蓄
積
・

　
　
　
　
（
3
）

進
展
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
数
少
な
い
例
外
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
、
静
岡
藩
の
場
合
、
た
と
え
一
介
の
大
名
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
旧

政
権
た
る
徳
川
幕
府
の
遺
産
を
引
き
継
い
だ
立
場
に
あ
り
、
軍
制
史
の
上
に
お
い
て

も
他
の
諸
藩
と
は
同
列
に
は
扱
え
な
い
国
家
史
的
重
要
性
を
内
包
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
こ
こ
で
は
、
い
わ
ば
、
幕
府
陸
軍
と
明
治
陸
軍
と
を
結
ぶ
、
軍
事
史
上
の
「
本

流
」
と
言
っ
て
は
過
言
に
な
る
が
、
「
支
流
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
元
「
本
流
」
と

い

う
、
独
特
な
歴
史
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
沼
津
兵
学
校
の
成
立
過
程
と

特
色
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

〇
三
兵
士
官
学
校
と
沼
津
兵
学
校
－
旧
幕
府
陸
軍
と
の
断
絶
と
連
続
1

　
最
初
に
、
静
岡
藩
・
沼
津
兵
学
校
が
幕
府
陸
軍
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
、
引
き
継

が

な
か
っ
た
も
の
と
を
腋
分
け
す
る
作
業
か
ら
始
め
た
い
。

　
幕
府
陸
軍
と
静
岡
藩
・
沼
津
兵
学
校
と
の
断
絶
説
と
も
い
う
べ
き
見
方
が
生
ま
れ

た
一
番
の
原
因
と
し
て
、
江
原
素
六
・
阿
部
潜
と
い
う
二
人
の
人
物
に
設
立
発
起
者

と
し
て
の
功
績
を
帰
そ
う
と
す
る
「
伝
説
」
が
あ
る
。
江
原
も
阿
部
も
幕
府
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
陸
軍
の
幹
部
で
は
な
く
、
幕
府
瓦
解
・
静
岡
藩
成
立
後
に
抜
擢
さ
れ
た
存
在
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
沼
津
兵
学
校
と
は
、
明
治
維
新
を
契
機
に
静
岡
藩
が
全
く
新
し
い
発

想
で
設
立

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
幕
府
軍
制
改
革
の
継
承
と
い
う
側
面

を
重
視
し
な
い
説
明
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
A
、
B
、
C
が
、
そ
の
「
伝
説
」

の

基

と
な
っ
た
三
種
の
文
献
の
記
述
で
あ
る
。
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ABC

沼
津
兵
学
校
は
明
治
元
年
十
一
月
に
設
立
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
其
端
を
啓
き
た
る

は
此
年
の
四
月
頃
に
し
て
其
発
起
人
は
阿
部
邦
之
助
〔
後
潜
と
改
む
〕
並
に
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

原

鋳
三
郎
〔
後
素
六
と
改
む
〕
の
二
人
な
り
と
す

元
来
、
私
は
維
新
前
の
際
に
、
是
非
陸
軍
の
発
展
を
計
り
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
。

そ
れ
を
計
る
に
は
、
士
官
に
学
問
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
事
を
感
じ
ま
し

た
。
（
中
略
）
京
阪
地
方
に
滞
在
し
て
居
る
士
官
を
集
め
て
、
回
読
輪
講
等
を

な
さ
せ
た
処
が
、
（
中
略
）
江
戸
の
方
で
は
阿
部
潜
と
云
ふ
人
が
私
と
同
じ
や

う
な
こ
と
を
遣
つ
て
居
た
（
中
略
）
そ
の
人
が
相
応
の
計
画
を
以
て
、
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

沼
津
に
参
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

其
の
計
画
は
慶
応
元
年
先
生
が
京
阪
に
在
り
し
際
士
官
を
集
め
て
兵
書
の
回
読

輪
講

を
な
せ
し
時
に
端
を
発
し
、
紀
州
よ
り
逃
れ
て
江
戸
に
帰
り
し
時
阿
部
邦

之

助
と
の
間
に
議
大
ひ
に
熟
し
つ
・
あ
り
し
も
の
・
如
し
。
蓋
し
旧
幕
陸
軍
の

士
官
養
成
た
る
専
ら
技
術
の
上
達
に
の
み
重
き
を
置
き
、
学
問
の
如
き
は
措
て

問
は
ず
、
先
生
深
く
之
を
憂
ひ
、
一
般
兵
書
の
外
普
通
学
を
も
教
授
す
る
必
要

あ
る
を
力
説
し
、
阿
部
邦
之
助
亦
前
よ
り
之
れ
に
着
目
し
士
官
教
育
の
意
見
書

を
草
し
つ
・
あ
り
し
が
、
先
生
を
見
て
意
気
忽
ち
投
合
し
、
両
人
心
を
協
せ
、

責
任
を
負
ふ
て
其
の
衝
に
当
る
べ
き
事
を
誓
ひ
、
有
司
に
向
つ
て
献
策
甚
だ
努

（7
）

む

　
実

は
、
こ
の
よ
う
な
、
沼
津
兵
学
校
設
立
を
江
原
・
阿
部
の
着
想
で
あ
る
と
す
る

説

明
は
、
自
治
体
史
や
地
域
史
の
概
説
書
の
叙
述
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
通
説
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
実
な
史
料
的
根
拠
は
な
い
。
た
だ
し
、

後
述

す
る
よ
う
に
、
江
原
の
証
言
を
唯
一
の
拠
り
所
と
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
説
明

は
、
我
田
引
水
の
自
慢
話
と
は
言
い
切
れ
ず
、
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
単
な
る
「
伝
説
」
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

説
明
す
る
前
に
、
沼
津
兵
学
校
の
起
源
に
関
し
、
そ
れ
ら
の
通
説
と
は
全
く
違
う
、

別
の
説
明
に
つ
い
て
も
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
は
、
沼
津
兵
学
校
を
幕
府
軍
制
改
革
の
流
れ
に
位
置
づ
け
た
、
宮
崎
ふ
み
子

氏
の
論
史
の
以
下
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
・
沼
津
兵
学
校
は
、
「
教
育
方
針
や
教
授

方
・
生
徒
の
構
成
な
ど
の
点
で
も
幕
末
の
『
三
兵
士
官
学
校
』
の
系
譜
を
ひ
く
も
の

だ
っ
た
（
中
略
）
維
新
前
の
三
兵
士
官
学
校
よ
り
は
る
か
に
整
備
さ
れ
て
は
い
る
が
、

そ
の
延
長
上
に
矛
盾
な
く
接
続
し
う
る
」
。
宮
崎
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
を

教
師
と
し
て
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
江
戸
に
設
立
さ
れ
た
三
兵
士
官
学
校
の
分
析

を
し
た
上
で
、
沼
津
兵
学
校
を
そ
の
延
長
上
に
あ
る
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
論

文
中
に
江
原
’
阿
部
の
名
前
は
一
切
登
場
し
な
い
。

　
確
か
に
、
幕
府
倒
壊
直
前
に
生
ま
れ
た
三
兵
士
官
学
校
と
、
直
後
に
生
ま
れ
た
沼

津
兵
学
校
と
を
比
較
・
検
討
し
考
察
す
る
こ
と
は
必
要
な
作
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
沼
津
兵
学
校
を
「
三
兵
士
官
学
校
の
再
生
」
と
位
置
づ
け
、
両
者
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
結
び
付
け
た
そ
の
結
論
は
、
実
証
に
お
い
て
は
妥
当
性
が
な
い
よ
う
に
思

え
る
。
宮
崎
氏
論
文
中
、
沼
津
兵
学
校
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
「
む
す

び
に

か
え
て
」
部
分
で
あ
り
、
幕
府
軍
制
改
革
と
士
官
創
出
過
程
に
つ
い
て
の
緻
密

な
分
析
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
・
後
日
謹
と
し
て
言
及
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

対

し
、
本
稿
で
は
、
沼
津
兵
学
校
そ
の
も
の
を
分
析
の
対
象
に
置
く
こ
と
で
、
別
の

結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

　
ま
ず
は
単
純
に
、
三
兵
士
官
学
校
と
沼
津
兵
学
校
の
特
徴
を
並
べ
て
み
よ
う
。

〈三
兵
士
官
学
校
〉

〔首
脳
部
〕
浅
野
氏
祐
・
藤
沢
次
謙
ら

〔教
　
授
〕
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団

〔生
　
徒
〕
一
四
～
一
九
歳
　
志
願
・
推
薦
？
強
制
？
↓
目
付
吟
味

　
　
　
　

三

六
七
名
（
歩
兵
科
の
み
、
騎
兵
・
砲
兵
科
は
実
現
せ
ず
）

〈沼
津
兵
学
校
〉

〔首
脳
部
〕
（
阿
部
潜
・
江
原
素
六
↓
）
西
周
・
赤
松
則
良

〔教
　
授
〕
洋
学
者
と
旧
幕
陸
海
軍
人
の
混
成

〔生
　
徒
〕
一
四
～
一
九
歳
　
志
願
↓
試
業
（
学
力
試
験
）
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三

～
五
〇
〇
名
↓
二
一
八
名
（
歩
兵
・
砲
兵
・
築
造
科
・
員
外
生
）

　
三
兵
士
官
学
校
の
首
脳
部
は
、
浅
野
・
藤
沢
と
い
っ
た
親
仏
派
の
陸
軍
幹
部
か
ら

成
っ
て
い
た
が
、
沼
津
兵
学
校
は
、
阿
部
・
江
原
と
も
先
に
述
べ
た
よ
う
に
旧
幕
府

時
代
に
は
決
し
て
幹
部
で
は
な
か
っ
た
し
、
開
校
後
に
校
務
の
実
権
を
握
っ
た
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

周
・
赤
松
則
良
は
陸
軍
以
外
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
軍
人
は

静

岡
藩
に
は
存
在
せ
ず
、
教
授
陣
の
顔
ぶ
れ
は
違
う
。
生
徒
は
、
年
齢
的
に
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
が
、
完
全
な
学
力
試
験
を
採
用
し
た
沼
津
兵
学
校
と
、
「
目
付
吟
味
」

を
行
っ
た
と
い
う
三
兵
士
官
学
校
と
で
は
、
選
抜
方
法
が
根
本
的
に
違
う
の
で
は
な

い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
兵
科
に
は
、
騎
兵
と
築
造
（
工
兵
）
の
有
無
で
食
い
違
い
が

あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
両
校
が
直
接
的
な
継
続
関
係
に
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と

は

難
し
い
。
さ
ら
に
、
個
別
の
人
名
を
付
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
以
下
の
よ
う
な
こ
と

が
判
明
し
た
。
使
用
し
た
史
料
は
、
沼
津
兵
学
校
誕
生
直
前
ま
で
旧
幕
府
陸
軍
局
に

所
属
し
た
者
の
人
名
を
書
き
上
げ
た
、
徳
川
家
の
駿
河
移
封
随
従
予
定
者
名
簿
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
（
慶
応
四
年
七
月
）
で
あ
る
。

　
【
表
1
】
は
、
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
記
載
さ
れ
た
約
五
四
〇
〇
名
の
う

ち
、
陸
軍
局
に
属
し
た
三
四
〇
〇
名
余
に
つ
い
て
、
そ
の
役
職
別
（
階
級
・
部
隊
別
）

人

数
と
後
に
沼
津
兵
学
校
の
教
職
員
・
生
徒
と
な
っ
た
者
の
人
名
・
人
数
を
列
挙
し

た
も
の
で
あ
る
。
【
表
2
】
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
陣
容
が
確
定
し
て
以
降

の

沼
津
兵
学
校
の
各
役
職
に
占
め
る
旧
幕
府
陸
軍
出
身
者
（
「
駿
河
表
召
連
候
家
来

姓
名
」
中
の
陸
軍
局
所
属
者
）
の
人
数
・
比
率
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
表

3
】
は
、
沼
津
兵
学
校
資
業
生
（
学
力
試
験
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
正
式
な
生
徒
）

の
各
期
毎
の
旧
幕
府
陸
軍
出
身
の
人
数
・
比
率
で
あ
る
。

　
三

つ
の

表
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
沼
津

兵
学
校
の

二
等
∴
二
等
教
授
は
旧
幕
府
陸
軍
出
身
者
か
ら
構
成
さ
れ
た
が
、
頭
取
・

一
等
教
授
・
附
属
小
学
校
教
授
・
病
院
医
師
な
ど
は
陸
軍
出
身
者
の
比
率
は
低
か
っ

た
。
②
資
業
生
は
、
第
二
～
五
期
ま
で
は
陸
軍
出
身
者
の
比
率
が
高
か
っ
た
が
（
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の

た
め
特
に
第
二
期
生
・
第
三
期
生
は
「
士
官
連
」
と
呼
ば
れ
た
）
、
第
六
期
以
降

は
低
く
な
っ
た
。
③
資
業
生
の
う
ち
、
三
兵
士
官
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
の
は
わ
ず
か
四
名
で
あ
り
（
堀
江
当
三
・
中
島
豊
蔵
・
小
林
秀
一
・
神
津
道
太

（1
3
）

郎
）
、
逆
に
三
兵
士
官
学
校
生
徒
出
身
者
に
は
無
禄
移
住
者
、
す
な
わ
ち
静
岡
藩
に

は
不
要
と
さ
れ
た
人
員
に
含
ま
れ
た
者
が
い
た
こ
と
か
ら
も
（
相
良
勤
番
組
河
野
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

郎
・
多
賀
谷
道
正
・
高
野
弥
七
郎
）
、
三
六
七
名
の
三
兵
士
官
学
校
生
徒
を
優
先
的

に
沼
津
兵
学
校
の
生
徒
に
編
入
す
る
と
い
っ
た
、
意
図
的
な
接
続
政
策
は
全
く
見
出

せ
な
い
。

　
①
②
③
よ
り
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
沼
津
兵
学
校
は
、
教
職
員
・
生
徒
の
双
方

に
お
い
て
、
旧
幕
府
陸
軍
の
み
を
構
成
要
素
と
し
た
の
で
は
な
く
、
開
成
所
・
外
国

方
・
海
軍
な
ど
の
他
機
関
出
身
者
を
も
取
り
入
れ
た
混
成
組
織
で
あ
り
、
ま
し
て
や

三

兵
士
官
学
校
の
直
接
的
系
譜
を
ひ
く
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
と
り
わ
け
、
西

（開
成
所
）
・
赤
松
（
海
軍
）
と
い
う
陸
軍
外
出
身
者
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
、
静
岡

藩
に
な
っ
て
か
ら
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
親
仏
派
の
陸
軍
当
局
と
フ
ラ
ン
ス
軍

事
顧
問
団
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
幕
末
段
階
の
三
兵
士
官
学
校
と
の
差
異
を
考
え
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
三
兵
士
官
学
校
に
は
規
則
書
は
存
在
せ
ず
、
教
育
の
実
態

も
不
明
の
た
め
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
た
ぶ
ん
、
西
・
赤
松
が
起
草
し
た
学
校

規
則
（
「
徳
川
家
兵
学
校
掟
書
」
「
徳
川
家
兵
学
校
附
属
小
学
校
掟
書
」
）
の
内
容
面

か

ら
も
、
両
校
の
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
幕
府
陸
軍
の
解
体
か
ら
沼
津
兵
学
校
の
発
足
へ

　
で

は
、
幕
府
陸
軍
と
静
岡
藩
沼
津
兵
学
校
と
は
、
ど
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
連
続

面

と
断
絶
面
と
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
節
で
は
、
江
戸
幕
府
の
正
史
で

あ
る
『
続
徳
川
実
記
』
、
幕
府
官
僚
の
任
免
記
録
で
あ
る
『
柳
営
補
任
』
、
勝
海
舟
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

編
纂
し
た
幕
府
陸
軍
の
史
料
集
『
陸
軍
歴
史
』
な
ど
に
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
頃
か
ら
明
治
元
年
一
〇
月
頃
ま
で
の
、
史
料
・
研
究
の

「空

白
期
」
に
着
目
し
、
幕
府
陸
軍
の
解
体
か
ら
静
岡
藩
の
軍
事
制
度
お
よ
び
沼
津
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［旧幕府陸軍の解体と静岡藩沼津兵学校の成立］・一樋口雄彦

表1　慶応4年7月「駿河表召連候家来姓名」陸軍局員中に占める後の沼津兵学校教職員・生徒の地位

役職（明治陸軍階級） 総　数 氏　　　名（明治2年以降役職） 人　数

陸軍頭 1 阿部潜（少参事・軍事掛） 1

陸軍頭並 1 0

陸軍用取扱 69 江原素六（少参事・軍事掛）　笠島重易（軍事掛筆生）　大築尚志（一等教授）　塚本明毅（同 19

前）乙骨太郎乙（二等教授）万年千秋（三等教授）間宮信行（同前）天野貞省（同前）
蓮池新十郎（同前）　中根淑（同前）　薗鑑（同前）　小野金蔵（絵図方）　小野田東市（附属小

剣術教授方）　浅田耕（沢田学校所教授方）　杉田玄端（沼津病院頭取）　津田為春（沼津病院

三等医師）②池田保光③片山直人④原胤列

小筒組之頭・書院組之 7 平岡芋作（三等教授） ／

頭・広間組之頭・遊撃隊
頭・精鋭隊頭（大佐）

小筒組之頭並・大砲組之 10 立田彰信（生育方頭取）久須美祐利（三等教授）揖斐章（同前）　森川重申（同前） 4

頭並・書院組之頭並・広
間組之頭並・精鋭隊頭並
（中佐）

馬乗頭取・小筒組差図役 97 桑原文蔵（軍事俗務方頭取）　中川冬得（同前）野沢子三郎（同前）浅井道博（二等教授） 23

頭取・大砲組差図役頭 永持明徳（三等教授）高島茂徳（同前）黒田久孝（同前）羽山嫁（体操方）小林省三（沼
取・書院組差図役頭取・ 津病院調役組頭）②三谷隆造②真野肇②石井至凝③石川春明③山下宣彪③原田信
広間組頭取・遊撃隊頭 民④大岡忠良④野沢房迫④愛知信元④佐久間信英④長野甚太郎⑤稲葉錠次郎⑤
取・精鋭隊頭取（大尉） 折井正和　大久保一（生徒）

広間組改役 2 ③千種顕信 1

広間組頭取並 1 0

広間組頭取並勤方 2 0

馬乗差図役・小筒組差図 76 北脇弥七郎（軍事俗務方頭取）　増井以孝（軍事俗務方頭取介）大野寛一（同前）　前田文太 24

役・大砲組差図役・書院 郎（軍事俗務方）　山内勝明（三等教授）　神保長致（同前）　江原要人（絵図方）伊藤隼一（調

組差図役・広間組差図役 馬方）苅谷祐之（附属小体操世話方）②溝口衛②渡部当一　③×平俊章③芳賀勝貞　③
（中尉） 岡田忠良　④福田知至④山内定一④小森儀一④山口信邦④生島準④倉林五郎④岡

部長民④瀬名義利④林忍⑤細井均安

馬乗差図役並・小筒組差 83 金子龍太郎（軍事俗務方頭取介）　山崎兼吉（軍事俗務方）福島釜次郎（同前）　外川作蔵（同 20

図役並・大砲組差図役 前）山田甲次郎（軍事俗務方介）斎藤純孝（軍事掛筆生）石橋好一（三等教授）函館大経
並・書院組差図役並・広 （御馬方）②渡部当次②田付直男③加藤寿③阿久沢義有③古川宣誉④豊田金十郎
間組差図役並（少尉） ④小林秀一④箕輪信文④市川芳徹⑦六郷熊三郎⑧多門祐二水原嘉与吉（生徒）

広間組改役下役 1 o

馬乗差図役下役・小筒組 87 若杉秀行（軍事俗務方）芳村重尭（軍事俗務方介）鈴木高信（劇夙方教授）福島惟成（附 10

差図役下役・大砲組差図 属小体操教授方）別所貫一（同前）②江間経治③望月二郎③桜木周一郎④伊庭真⑤
役下役・書院組差図役下 大門辰次郎

役・広間組差図役下役
（曹長）

書院組改役下役 1 0

馬乗差図役下役並・小筒 174 林清造（軍事掛筆生）　鈴木貞三郎（同前）　石丸三九郎（同前）　桑島伝五郎（沼津病院附馬 31

組差図役下役並・大砲組 医）塚田金蔵（沼津病院調役）丸橋清太郎（同前）②堀田維禎②吉村幹②中川将行
差図役下役並（軍曹） ②島田随時②中村省三③入江倫愛③鈴木知言③矢吹秀一③吉田泰正③坂本英延

④高橋成則④亀岡為定④岡田正④仙波種艶④笹瀬元明④飯野忠一④関近義④渡
辺英興④山口圭三④栗野勘吉⑥増井恒三郎鵜沢光先（俗事生徒）安藤勝太郎（同前）
築山確郎（△生徒）　天野駒吉（同前）

小筒組響導役・大砲組響 97 高橋晋平（軍事俗務方）柏原淳平（火工方）柳田真八郎（附属小体操世話方）岡島小太郎 6

導役・書院組響導役・広 （同前）　脇屋辰太郎（附属小素読教授方）⑤村田継蔵
間組響導

小筒組・大砲組・書院 2，650 ③飯島正一郎③滝野盤③本多鉄三⑤長坂録蔵大木鎗吉（生徒？）石川八十五郎（生 9

組・広間組・遊撃隊士・ 徒）　立田正道（生徒）初鹿野敬三郎（生徒）　小林鉄弥（生徒）
精鋭隊士（兵卒）

医師 1 0

馬医取締 4 深谷周三（沼津病院附馬医） 1

馬乗役 6 佐藤源吾（御馬方）津田房太郎（同前）高畠友吉（同前）③木部決 4
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雇（馬乗） 34 人見彦次郎（御馬方）林譲治（同前）平島惣吉（同前）天野平次郎（同前）近藤弘次郎（同
前）　沢田徳三郎（同前）　乙骨六郎（同前）金子源太郎（同前）狩野鉄五郎（同前）

9

陸軍会計用取扱 2 0

千人隊之頭 7 0

千人隊 3 0

遊撃隊肝煎 31 伊東鋸一（附属小剣術教授方） 1

遊撃隊並雇肝煎 4 0

精鋭隊取締 11 0

合　　　計 3，462 164

※参考　陸軍局員以外の人物

中老 4 服部常純（大参事・軍事掛） 1

祐筆雇 16 清水又八郎（軍事俗務方頭取介）樋口考八郎（軍事俗務方） 2

洋学教師 12 榊紳（三等教授並）杉亨二（員外教授）杉田玄端（沼津病院頭取） 3

軍艦役並 17 赤松則良（一等教授） 1

軍艦役見習三等 44 山田昌邦（教授方手伝） 1

軍艦並勤方一等 1 伴野三司（軍事俗務方） 1

※これ以前の別史料から陸軍に所属した履歴が判明している人物
〔少参事・軍事掛〕藤沢次謙（陸軍副総裁）　〔軍事俗務方頭取〕川口嘉（歩兵差図役勤方）　〔軍事俗務方〕曽根利直（騎兵差図役下役勤方）

〔軍事掛附出役〕江川永脩（歩兵差図役並）　〔三等教授並〕杉浦赤城（砲兵差図役並勤方）　〔調馬方〕岩波勝常（騎兵差図役下役並）
〔体操方〕山口知重（小隊長）　〔体操方〕本多忠直（歩兵頭並）　〔嘲爪教授方〕梅沢有久（蜘臥手響導役）　〔附属小教授方並〕吉村右文次（撒

兵差図役下役）　〔附属小手跡教授方〕永井直方（御持小筒組勤方）　〔附属小算術教授方〕関大之（仏蘭西陸軍歩兵科伝習人）

〔附属小剣術教授方手伝〕陶山儀三郎（仏蘭西陸軍歩兵科伝習人）　〔学校附属〕大野伴三（工兵差図役頭取勤方）

〔沼津病院附製錬掛〕渡辺安五郎（小筒組）②荒川重平ω・筒組差図役下役並）②永峰秀樹（撒兵並勤方）②大川通久（小筒組）
③中島豊蔵（仏蘭西陸軍歩兵科伝習人）④志村貞幌（歩兵差図役）④石橋絢彦（撒兵）④土屋氏貴（軍事掛）
④神津道太郎（仏蘭西陸軍歩兵科伝習人）④永井当昌（撒兵差図役並勤方）④倉林五郎（歩兵差図役頭取勤方）

⑤中島静（歩兵差図役下役並勤方）⑥横地重直（撒兵）⑦近藤義尚（撒兵）⑦雨宮知剛（撒兵）⑦武藤孝長（撒兵一）
⑧堀江当三（仏蘭西陸軍歩兵科伝習人）⑨野口保三（撒兵）

兵
学
校
の
成
立
ま
で
の
過
程
を
跡
付
け
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
鳥
羽
・
伏
見
敗
戦
後
の
旧
幕
府
に
と
っ
て
、
ま
ず
は
敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
を

収
め
、
東
征
を
開
始
し
た
新
政
府
軍
に
ど
の
よ
う
に
向
か
い
合
う
か
を
決
め

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
徹
底
抗
戦
を
叫
ぶ
強
硬
派
を
抑
え
込
ん
だ
勝
海
舟
は
、

陸
軍
総
裁
（
慶
応
四
年
一
月
二
三
日
）
や
軍
事
取
扱
（
二
月
二
五
日
）
と
い
っ

た
役
職
に
就
き
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
全
権
を
掌
握
し
、
四
月
一
一
日
に
は

江
戸
城
を
明
け
渡
す
。

　
二
月
に
は
歩
兵
組
の
脱
走
騒
動
が
起
き
る
な
ど
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱
は
早

く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
治
安
維
持
と
脱
走
・
抗
戦
派
の
鎮
撫
と
を
目
的

に
、
近
藤
勇
・
古
屋
佐
久
左
衛
門
ら
の
甲
信
派
遣
（
三
月
一
日
）
、
信
太
歌

之
助
．
江
川
永
脩
・
松
波
権
之
丞
・
乙
骨
太
郎
乙
・
中
根
淑
・
多
賀
春
帆
・

片
山
直
人
・
土
屋
氏
貴
・
阿
部
潜
ら
の
軍
事
掛
手
附
・
鎮
静
方
任
命
と
府

下
・
関
東
各
地
へ
の
派
遣
（
二
～
四
月
）
、
陸
軍
奉
行
並
松
平
太
郎
の
野
州

辺
屯
集
兵
士
鎮
撫
派
遣
（
四
月
二
九
日
）
と
い
っ
た
、
一
連
の
行
動
が
勝
に

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
勝
の
意
図
と
は
別
に
、
鎮
撫
す
る
側
の
派

遣
者
が
脱
走
・
抗
戦
派
に
変
身
す
る
な
ど
、
混
乱
に
は
拍
車
が
か
か
る
。
旧

幕
臣
・
旧
幕
府
軍
の
江
戸
脱
走
と
新
政
府
軍
と
の
戦
闘
は
本
格
化
し
、
大
鳥

圭
介
ら
の
北
行
・
転
戦
（
四
月
～
）
、
撒
兵
隊
の
両
総
戦
争
（
閏
四
月
）
、
彰

義
隊
の
上
野
戦
争
（
五
月
）
、
遊
撃
隊
の
箱
根
戦
争
（
五
月
）
と
い
っ
た
具

合
に
戦
争
が
続
発
す
る
。

　
そ
の
一
方
、
勝
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
徳
川
家
の
恭
順
姿
勢
は
、
田
安
亀
之

助
の
徳
川
家
相
続
許
可
（
閏
四
月
二
九
日
）
、
駿
府
七
〇
万
石
移
封
決
定
（
五

月
二
四
日
）
と
い
う
、
新
政
府
の
寛
典
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
そ
う
な
る
と
、
次
に
徳
川
家
で
は
、
脱
走
兵
の
処
置
は
新
政
府
軍
に
任
せ
、

駿
河
移
封
の
準
備
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
旧
幕
府
の
陸
軍

部
門
に
限
っ
て
説
明
す
る
。
ま
ず
は
、
リ
ス
ト
ラ
で
あ
る
。

　
徳
川
家
で
は
七
〇
万
石
の
地
方
政
権
に
と
っ
て
分
不
相
応
な
部
門
の
切
り
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［旧幕府陸軍の解体と静岡藩沼津兵学校の成立］・一樋口雄彦

表2　沼津兵学校教職員に占める旧幕府陸軍出身者

職　　　　名 総　数（人） 1日　陸　軍 比　　率

頭取 1 0 0％

一等教授方
5 2 40％

一等教授並
1 0 0％

二等教授方 2 2 100％

三等教授方 16 16 100％

三等教授並 5 0 0％

員外教授方 1 0 0％

教授方手伝 5 0 0％

絵図方 3 2 67％

火工方 1 1 100％

書記方 2 0 0％

調馬方 4 1 25％

剛夙方教授 3 1 33％

剛販方出役 14 0 0％

体操方 5 1 20％

御馬方 18 13 72％

兵学校合計 86 39 45％

附属小教授方並 1 0 0％

附属小手跡教授方 3 0 0％

附属小素読教授方 5 1 20％

附属小素読教授方並 2 0 0％

附属小算術教授方 2 o o％

附属小剣術教授方 2 2 100％

附属小剣術世話方 4 0 0％

附属小体操教授方 2 2 100％

附属小体操世話方 4 3 75％

附属小附 1 0 0％

附属小女生徒教員 1 o o％

沢田学校所教授方 1 1 100％

万野原学校所頭取 1 0 0％

同上手習算術教授方 1 0 0％

同上手習教授方 1 0 0％

同上素読教授方 1 0 0％

附属小学校合計 32 9 28％

沼津病院頭取 1 1 100％

沼津病院重立取扱 1 0 0％

沼津病院二等医師 1 0 0％

沼津病院三等医師 4 1 25％

沼津病院三等医師並 6 0 0％

沼津病院鮒属 1 o o％

沼津病院製錬方 1 0 0％

沼津病院附馬医 4 2 50％

沼津病院調役組頭 1 1 100％

沼津病院調役 5 2 40％

沼津病院合計 25 7 28％

総合計 143 55 38％

※旧幕府陸軍所属の有無は「駿河表召連候家来姓名」のみに依拠

※兵学校と附属小学校との兼務者については重複分を除いて集計
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離

し
策
と
し
て
、
施
設
・
備
品
・
人
員
等
の
新
政
府
へ
の
移
管
を
進
め
る
。
主
な
と

こ
ろ
を
例
示
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
招
聴
し
た
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

事
顧
問
団
が
新
政
府
に
接
収
さ
れ
た
（
七
月
に
は
解
雇
）
。
六
～
七
月
に
は
勘
定
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

附
抱
歩
兵
組
（
元
神
奈
川
奉
行
支
配
下
番
）
が
帰
宅
・
解
兵
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

七

月
一
六
日
、
「
於
其
筋
御
請
取
被
成
下
候
様
仕
度
、
尤
今
度
駿
府
移
転
仕
候
二
付

テ

ハ

、
右
之
者
共
所
詮
抱
置
候
余
力
モ
無
御
座
候
間
、
一
同
暇
差
遣
候
」
と
述
べ
た

上
、
九
段
下
・
竹
橋
門
外
の
仮
抱
小
筒
組
四
二
一
名
、
抱
大
砲
組
一
五
一
名
の
移
管

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

を
新
政
府
に
申
請
し
た
。
歩
兵
・
砲
兵
の
兵
卒
は
、
徴
募
し
た
庶
民
か
ら
成
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

た

が
、
彼
ら
は
モ
ノ
と
同
様
に
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
八
月
、
横
浜
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

学
所
の
新
政
府
接
収
が
行
わ
れ
た
。
九
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
伝
習
用
に
使
用
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
軍
馬
二
〇
頭
と
置
鞍
の
新
政
府
へ
の
献
納
が
申
請
さ
れ
た
。

　
な
お
、
新
政
府
側
に
よ
る
兵
員
の
取
り
込
み
に
は
、
旧
幕
府
甲
府
勤
番
の
護
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

隊
・
護
衛
砲
隊
等
へ
の
編
成
替
え
、
旧
神
奈
川
奉
行
支
配
下
番
の
一
部
に
よ
る
別
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

組

（横
浜
で

の

外
国
人
警
護
を
任
務
と
す
る
）
の
編
成
、
官
軍
に
帰
順
し
た
旧
幕
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

歩
兵

に
よ
る
帰
正
隊
の
結
成
、
長
崎
奉
行
所
付
属
の
遊
撃
隊
の
振
遠
隊
へ
の
改
称
な

ど
が
あ
り
、
と
り
わ
け
江
戸
以
外
の
遠
隔
地
で
は
独
自
に
進
行
し
た
よ
う
だ
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
「
人
減
ら
し
」
と
い
う
言
葉
に
よ
り
兵
員
の
削
減
も

実
施

さ
れ
る
。
五
月
一
三
日
付
で
勝
海
舟
に
宛
て
た
服
部
常
純
・
大
久
保
一
翁
・
平
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表3　沼津兵学校資業生中に占める旧幕府陸軍出身者

総　数（人） 旧　陸　軍 比　　率

第1期 5 0 0％

第2期 20 14 70％

第3期 29 22 76％

第4期 59 30 51％

第5期 14 6 43％

第6期 31 1 3％

第7期 29 1 3％

第8期 10 1 10％

第9期 21 0 0％

合　　計 2ユ8 75 34％

※「駿河表召連候家来姓名」のみに依拠した

※別史料から履歴が判明した17名を加えると全体では42％

岡
道
弘
の
書
簡
に
は
、

「
陸
軍
方
、
是
迄
の
体

に
て
は
御
取
り
続
き
覚

束
な
く
、
さ
候
と
て
是

迄
の
内
御
人
減
斗
り
に

て
は

折
合
い
も
如
何
。

（中
略
）
一
時
役
々
残

ら
ず
御
免
に
相
成
り
、

そ
の
後
是
迄
の
半
分
も

仰
せ
つ
け
ら
れ
然
る
べ

く
と
申
し
出
候
向
き
も

　
　
　
（
2
7
）

こ
れ
あ
り
」
と
あ
り
、

陸
軍
兵
員
の
半
減
が
検

討
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
個
々
の
人
物
が
残
し
た
履
歴
史
料
か
ら
、

人

員
整
理
の
具
体
的
な
進
行
状
況
が
わ
か
る
。
五
月
二
九
日
砲
兵
頭
間
宮
信
行
「
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

人

減
二
付
御
役
御
免
被
仰
付
」
。
六
月
一
三
日
持
田
五
郎
次
「
御
人
減
二
付
銃
隊
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

免
、
勤
仕
並
小
普
請
入
被
命
」
。
六
月
一
九
日
撒
兵
差
図
役
勤
方
寺
家
村
邦
一
郎
「
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

人

減
二
付
御
役
御
免
、
勤
仕
並
小
普
請
入
被
仰
付
」
。
六
月
撒
兵
栗
原
道
保
「
御
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

減
二
付
勤
向
御
免
被
仰
付
、
同
年
八
月
小
筒
組
被
仰
付
」
。

　
人

減
ら
し
は
、
個
々
人
の
単
な
る
免
職
1
1
「
小
普
請
入
」
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で

は

な
く
、
部
隊
の
廃
止
と
再
編
成
と
い
う
組
織
全
体
の
改
変
こ
そ
が
要
点
で
あ
っ
た
。

七

月
以
降
、
陸
軍
局
所
属
の
諸
部
隊
が
ど
の
よ
う
な
改
編
を
た
ど
っ
た
の
か
は
、
以

下
の

よ
う
な
具
体
例
か
ら
全
体
像
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
月
六
日
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

詰
銃
隊
蕎
導
役
初
鹿
野
伝
右
衛
門
、
御
書
院
組
を
拝
命
。
七
月
八
日
歩
兵
差
図
役
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

取
勤
方
石
井
至
凝
、
小
筒
組
差
図
役
頭
取
を
拝
命
。
同
日
撒
兵
樋
田
邦
治
郎
、
「
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

筒
組
と
唱
替
、
御
入
国
御
供
被
命
」
。
同
日
銃
隊
岩
田
健
吾
、
「
御
広
間
組
と
御

　
（
3
5
）

唱
替
」
。
七
月
一
〇
日
工
兵
差
図
役
頭
取
・
改
役
兼
勤
大
野
鳴
石
、
「
工
兵
局
御
廃
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

付
、
大
砲
組
差
図
役
頭
取
改
役
兼
勤
被
命
」
。
七
月
撒
兵
、
「
小
筒
組
ト
御
唱
替
二

　
（
3
7
）

相
成
」
。
八
王
子
の
千
人
隊
は
、
少
数
の
駿
河
移
住
・
朝
臣
希
望
者
を
除
き
、
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

服
部
常
純
（
綾
雄
）
の
名
前
で
八
六
〇
名
余
に
対
し
「
御
人
減
二
付
願
之
通
御
暇
」

が
下

さ
れ
、
事
実
上
解
隊
さ
れ
た
。

　
【
図
1
】
は
、
幕
府
の
軍
事
組
織
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
静
岡
藩
の
陸
軍
局

に
至
っ
た
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
慶
応
四
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
部
隊
改
編
の

結
果
が
、
点
線
の
枠
で
囲
み
示
し
た
よ
う
に
、
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
記
載

の
諸
部
隊
編
成
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
撒
兵
が
小
筒
組
、
砲
兵
が
大
砲

組
、
騎
兵
が
馬
乗
、
銃
隊
が
広
間
組
、
奥
詰
銃
隊
が
書
院
組
と
改
称
さ
れ
た
。
歩
兵

（兵
卒
）
は
、
脱
走
や
新
政
府
移
管
な
ど
に
よ
り
消
え
失
せ
、
士
官
は
小
筒
組
に
属

す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
き
た
ば
か
り
の
工
兵
は
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
、

部
隊
の
名
称
が
、
○
兵
・
○
○
隊
と
い
う
呼
称
か
ら
○
○
組
と
い
う
古
め
か
し
い
呼

称
に
変
わ
っ
た
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
【
表
4
】
は
、
「
遠
江
国
相
良
勤
番
組
士
族
名
簿
」
（
六
一
〇
名
の
履
歴
明
細
短
冊
）

の

う
ち
、
旧
幕
府
陸
軍
局
に
所
属
し
た
者
（
陸
軍
局
で
は
な
い
神
奈
川
奉
行
・
京
都

見
廻
組
も
含
む
）
の
軌
跡
を
分
類
し
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、

慶
応
四
年
六
月
頃
人
減
ら
し
に
よ
り
］
旦
小
普
請
に
入
れ
ら
れ
た
者
、
一
時
帰
農
・

帰
商
し
た
者
、
脱
走
・
抗
戦
・
降
伏
を
経
験
し
た
帰
参
者
な
ど
、
そ
の
後
勤
番
組
に

拾

わ
れ
た
者
が
大
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
名
簿
自
体
が
、
勤
番
組
所
属
者

（不
勤
者
）
の
名
簿
で
あ
る
た
め
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
が
、
中
に
は
、
小
筒
組
・
広

間
組
か
ら
生
育
方
頭
取
支
配
（
静
岡
藩
陸
軍
局
所
属
）
と
な
っ
た
、
い
わ
ば
陸
軍
局

員
と
し
て
正
統
な
ル
ー
ト
を
た
ど
つ
た
者
も
若
干
名
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　

な
お
、
六
月
段
階
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
陸
軍
奉
行
を
陸
軍
頭
と
改
称
し
た
ほ
か
、

「
陸
軍
御
用
取
扱
」
と
い
う
役
職
を
新
設
し
、
旧
陸
軍
所
属
者
以
外
か
ら
も
有
為
な

人
材

を
取
り
込
む
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
六
月
二
七
日
に
は
大
築
尚
志
・
間
宮
信

行
・
市
川
兼
恭
、
二
七
日
に
は
天
野
貞
省
、
同
月
中
に
は
乙
骨
太
郎
乙
、
八
月
八
日
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［1日幕府陸軍の解体と静岡藩沼津兵学校の成立］…　樋口雄彦

百人組
御持組　　　　　　　　　　歩兵

先手組
：二二二二二：L

与力・同心　　　　　　御持小筒組→撒兵

　（脱走・抗戦一降伏・解散）

　（新政府移管）

「駿河表召連候家来姓名」

の陸軍局（慶応4年7月）

　　　　i

御徒

大番

両番
　書情

　小姓

新番 」十人

八王子千人同心

　　　　i

砲兵一一＋レ大砲組

　　　　1
騎兵一一→馬乗

銃隊一→広間組
　　　　i

奥詰銃隊十書院組

　　　　i

　　　　…

　　　　i

　　　　i

　　　　i

千人隊　‘

書賛一工兵

　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　遊撃隊一戸遊撃隊＋大番組一更番組
　　　　　　　　　　　　　　　精鋭隊＋新番組
　　　　　　　　　1
　　　　　千人隊（京馴

E（　　　‘新政府　護境隊）

（廃止）

　　　　　　見廻組一狙撃隊

　　　　　新選組一甲陽鎮撫隊→・（壊滅）

　　　　　　　　　　彰義隊一（壊滅）

神奈川奉行支配下番一徳川勘定所一レ（解散）

　　　　　　　　　　附抱組

静岡勤番組

甲府勤番

長崎奉行所付属遊撃隊

（新政府　護衛隊・護衛砲隊）

（新政府　振遠隊）

図1　幕府から静岡藩にいたる諸部隊の変遷

幕
府
陸
軍
は
、
一
転
し
て
大
幅
な
軍
縮
が

行

わ
れ
、
駿
河
へ
の
移
住
者
の
範
囲
に
含

め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
部
局
も

含

む
移
住
者
総
員
の
選
定
は
、
陸
軍
局
再

編

と
同
時
進
行
で
進
み
、
七
月
下
旬
頃
に

は
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
が
作
成

さ
れ
、
約
五
四
〇
〇
名
の
徳
川
家
臣
団
名

簿
が
新
政
府
に
提
出
さ
れ
た
。

　
陸
軍

局
で
は
、
諸
部
隊
の
再
編
と
移
住

者
の
選
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
八
月

（あ
る
い
は
七
月
下
旬
）
、
移
住
後
の
大
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

針

を
「
陸
軍
解
兵
御
仕
方
書
」
と
い
う
文

書

に
よ
っ
て
公
示
し
た
。
「
兵
隊
を
解
き

農
二
就
け
候
規
則
」
「
学
校
規
則
」
「
生
育

方
規
則
」
「
俸
金
定
則
」
な
ど
か
ら
成
る

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
詳
述

し
な
い
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、
旧
幕
府
陸

軍

局
員
を
五
〇
人
毎
の
組
合
単
位
で
駿

河
・
遠
江
の
新
領
地
内
に
土
着
さ
せ
、
有

事
の
際
以
外
は
農
商
に
従
事
さ
せ
自
活
さ

せ

る
と
と
も
に
、
教
育
を
ほ
ど
こ
し
、
優

に
は
江
川
永
脩
、
八
月
中
に
は
榎
本
長
裕
・
井
上
清
相
、
九
月
九
日
に
は
赤
松
則
良
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

九

月
一
五
日
に
は
西
周
、
と
い
っ
た
具
合
に
陸
軍
御
用
取
扱
が
任
命
さ
れ
た
。
陸
軍

御
用
取
扱
と
は
、
は
っ
き
り
し
た
職
務
は
決
ま
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
将
来
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
優
れ
た
人
材
を
暫
定
的
に
確
保
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
ポ
ス
ト
と
考
え

ら
れ
る
。
事
実
、
や
が
て
、
そ
の
多
く
が
沼
津
兵
学
校
の
教
職
員
と
な
る
。

　
ま
た
、
一
〇
月
一
六
日
に
は
陸
軍
頭
の
上
位
に
陸
軍
総
括
が
設
置
さ
れ
て
お
り

（服
部
常
純
・
河
野
左
門
が
就
任
）
、
陸
軍
頭
は
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
陸
軍
御
用
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

立
取
扱
が
置
か
れ
た
（
阿
部
潜
が
就
任
）
。
陸
軍
総
括
ー
陸
軍
御
用
重
立
取
扱
は
、

静
岡
藩
陸
軍
局
（
後
の
軍
事
掛
）
の
首
脳
部
を
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お

い

て

旧
幕
時
代
を
脱
し
た
陸
軍
の
新
体
制
が
整
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
幕
末
期
急
速
に
増
強
さ
れ
た
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の
宣
言
書
で
あ
る
と
位

置
づ
け
る
以
外
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

「
士
族
授
産
の
先
駆
的
形
態
が
み
ら
れ
る
」
と
の
評
価
も
な
さ
れ
、
教
育
と
勧
業
（
土

着
・
自
活
）
と
が
セ
ッ
ト
で
構
…
想
さ
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
静

岡
藩
全
体
に
占
め
る
陸
軍
局
の
比
重
の
高
さ
か
ら
、
「
こ
れ
ま
で
沼
津
兵
学
校
と
の

関
連
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
『
陸
軍
解
兵
仕
法
書
』
は
発
足
当
初
の
駿
府
藩
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

構
成

を
正
面
か
ら
論
じ
た
基
本
文
書
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
評
価
も

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
陸
軍
解
兵
御
仕
方
書
」
の
立
案
者
に
つ
い
て
は
、
阿
部
潜
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
原
文
に
は
発
布
者
や
起
草
者
の
名
前
が
記
さ

れ
て

い

な
い
た
め
、
そ
の
根
拠
は
曖
昧
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
下
の
ご
と
く
、
他

の

人
物
の
履
歴
資
料
か
ら
、
阿
部
以
外
の
人
物
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

秀
な
人
材
は
学
校
に
進

学
さ
せ
「
御
役
」
に
召

し
出
す
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

旧
幕
府
陸
軍
の
幹
部
・

士
官
・
兵
卒
だ
っ
た
者

は
、
土
着
し
て
生
業
に

従
事
す
る
「
生
育
方
」

所
属
の
者
と
、
学
校
の

教
師
・
生
徒
に
な
る
者

（「
学

校
方
」
）
と
に
二

分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。　

こ
こ
に
言
う
「
学
校
」

が
後
の
沼
津
兵
学
校
で

あ
る
こ
と
は
指
摘
す
る

ま
で
も
な
い
が
、
こ
の

「陸
軍
解
兵
御
仕
方
（
法

と
も
）
書
」
に
つ
い
て

は
、
沼
津
兵
学
校
設
立

表4　「遠江国相良勤番組士族名簿」にみる旧幕府陸軍出身者の軌跡

幕府最末期 リストラ期 静岡藩時代 人数 計

歩兵 →　小筒組 →　帰商→勤番組 1 26

→　人減・小普請 →　勤番組
12

→　帰農商→勤番組
8

→　彰義隊・脱走 →　勤番組 5

撒兵 →　小筒組 →　生育方頭取支配→勤番組
1玉 69

→　帰農商→勤番組 1

→　人減・小普請 →　勤番組
26

→　帰農商→勤番組 18

→　彰義隊・脱走 →　勤番組 13

砲兵 →　人減・小普請 →　勤番組 29 46

→　帰農商→勤番組 15

→　彰義隊 →　勤番組
2

騎兵 →　人減・小普請 →　勤番組 2 2

銃隊 →　広間組 →　生育方頭取支配→勤番組
3 29

→　帰農→勤番組 1

→　人減・小普請 →　勤番組
18

→　帰農商→勤番組
5

→　彰義隊 →　勤番組 2

奥詰銃隊 →　書院組 →　勤番組
1 19

→　人減・小普請 →　勤番組 11

→　帰農商→勤番組 6

→　脱走 →　勤番組
1

遊撃隊 →　人減・小普請 →　勤番組 8 10

→　帰農→勤番組
1

→　脱走 →　勤番組
1

精鋭隊 →　新番組 →　勤番組 3 4

→　帰農 →　勤番組
1

千人隊 →　帰農 →　勤番組 21 21

仏蘭西陸軍歩兵
科伝習

→　勤番組 2 3

→　帰農 →　勤番組
1

その他陸軍役職 →　人減・小普請 →　勤番組 3 4

→　彰義隊 →　勤番組
1

神奈川奉行（勘
定所）附歩兵

→　人減・小普請 →　勤番組 3 3

京都見廻組 →狙撃隊→人減・小普請 →　広間組→生育方頭取支配→

　　勤番組

1 13

→　勤番組
10

→　帰農→勤番組 2

合計 249
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樋口雄彦［旧幕府陸軍の解体と静岡藩沼津兵学校の成立］

る
。
①
六
月
一
二
日
、
歩
兵
頭
並
介
立
田
彰
信
は
、
「
陸
軍
御
改
正
之
御
用
取
扱
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

様
」
、
陸
軍
頭
阿
部
潜
よ
り
命
じ
ら
れ
た
。
②
市
川
兼
恭
日
記
の
七
月
二
日
条
に
「
会

計
所
出
勤
、
蒙
与
塚
本
桓
輔
造
学
校
規
則
之
命
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
四
日
「
行
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

所
逢
阿
部

日
高
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。
③
江
原
素
六
の
略
歴
に
、
七
月
に
「
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

川
藩
軍
制
改
革
掛
」
を
拝
命
し
た
と
あ
る
。

　

立

田
と
江
原
は
陸
軍
士
官
で
あ
り
、
阿
部
の
下
で
制
度
改
正
の
作
業
に
加
わ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
市
川
兼
恭
は
当
時
陸
軍
御
用
取
扱
の
任
に
あ
っ
た
が
、
も

と
も
と
は
洋
学
者
で
あ
り
、
海
軍
出
身
の
塚
本
明
毅
と
と
も
に
「
学
校
規
則
」
の
起

草
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
が
「
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

解
兵
御
仕
方
書
」
そ
の
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
「
陸
軍
解
兵
御
仕
方
書
」
は
、
阿
部
個
人
が
立
案
し
た
と
い
う
よ
り
も
陸
軍
御

用
取
扱
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
共
同
作
業
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が

よ
い
で
あ
ろ
う
。
兵
士
の
土
着
・
自
活
・
教
育
を
セ
ッ
ト
に
し
た
そ
の
内
容
は
極
め

て

斬
新
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
幕
府
陸
軍
の
創
設
・
増
強
に
関
与
し
た
親
仏
派
首

脳
部

と
は
全
く
違
う
頭
脳
が
発
想
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
の
陸
軍
局
の
動
き
で
興
味
深
い
の
は
、
海
軍
局
へ
の
働
き
か
け
を
し
て

い

る
点
で
あ
る
。
後
年
書
か
れ
た
江
原
素
六
の
自
伝
・
伝
記
に
は
、
阿
部
・
立
田
ら

と
海
軍
局
に
赴
き
榎
本
武
揚
ら
に
蝦
夷
地
脱
走
を
思
い
止
ま
る
よ
う
説
得
し
た
と
あ

　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

る
が
、
立
田
が
書
き
残
し
た
文
書
に
、
六
月
八
日
「
品
川
需
泊
開
陽
丸
榎
本
釜
次

郎
江
談
判
二
越
ス
」
、
七
月
一
〇
日
「
陸
軍
頭
其
他
一
同
浜
軍
艦
所
江
罷
越
シ
榎
本
等

ト
訣
別
ス
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
単
な
る
江
原
の
法
螺
話
で

は

な
く
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
史
料
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
。
そ
う
な
る

と
、
陸
軍
局
で
は
、
海
軍
を
も
巻
き
込
み
駿
河
移
住
後
の
軍
事
体
制
・
軍
事
教
育
を

検
討

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
八
月
一
九
日
の
榎
本
艦
隊

の

品
川
沖
脱
走
に
よ
り
、
そ
の
目
論
見
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
（
正
確
に
は
静
岡
藩

の
海
軍
学
校
設
立
計
画
は

明
治
二
年
正
月
に
断
念
さ
れ
た
）
。

　
さ
て
、
九
月
二
日
、
陸
軍
局
の
役
名
・
役
金
が
定
め
ら
れ
、
書
院
組
・
広
間
組
・

大
砲
組
・
小
筒
組
・
馬
乗
と
も
「
平
常
ハ
陸
軍
頭
（
生
育
方
頭
取
）
支
配
（
ト
相
唱
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

兵
隊
二
組
立
候
節
ハ
（
隊
名
相
唱
）
、
其
隊
之
頭
支
配
之
事
」
と
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
諸
部
隊
に
属
し
た
兵
士
た
ち
は
、
平
時
に
は
生
育
方
頭
取
支
配
と
し
て
村
落
で

生

業
に
従
事
し
、
有
事
の
際
に
は
「
隊
名
」
を
称
し
部
隊
を
編
成
す
る
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
生
育
方
に
は
、
全
体
を
統
轄
す
る
頭
取
と
、
そ
の
下
に
取
締
、
大
世
話
方
、

世
話
方
、
世
話
役
助
、
肝
煎
と
い
っ
た
役
職
が
置
か
れ
た
。
一
般
構
成
員
も
含
め
、

そ
れ
ら
役
職
の
任
命
は
一
〇
月
に
始
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
、
］
七
日
栗
原
道
保
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

「生
育
方
頭
取
支
配
」
を
命
じ
ら
れ
る
、
一
八
日
立
田
彰
信
、
陸
軍
生
育
方
頭
取
を

　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

拝
命
、
二
〇
日
大
野
寛
一
、
（
陸
軍
）
生
育
方
世
話
役
を
拝
命
と
い
っ
た
具
合
で
あ

る
。

　

な
お
、
一
二
月
時
点
の
生
育
方
の
編
成
（
全
体
像
で
は
な
く
沼
津
周
辺
移
住
者
の

み

か
）
を
見
る
と
、
頭
取
（
立
田
彰
信
）
の
下
、
一
か
ら
一
一
番
の
「
頬
」
（
側
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

と
呼
ば
れ
る
土
着
地
毎
の
組
合
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
旧
部
隊
の
名

称
は

消
さ
れ
、
生
育
方
と
し
て
一
括
さ
れ
番
号
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点

で

は
、
一
番
・
二
番
頬
は
「
御
書
院
組
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
書

院
組
は
生
育
方
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
後
で
計
画
が
変
更
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
「
頬
」
分
け
は
、
翌
年
の
勤
番
組
へ
の
改
編
後
も
存
続
し
た
が
（
沼
津
勤
番
組

は
一
～
一
九
番
頬
、
田
中
勤
番
組
は
一
～
一
〇
番
頬
）
、
「
頬
」
と
は
、
近
世
武
家
組

織
の

伝
統
的
な
編
制
法
で
あ
り
、
近
代
的
な
軍
隊
制
度
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
っ

　
　
　
　
（
5
7
）

た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

　
二
年
正
月
発
行
の
役
人
名
簿
「
御
役
名
鑑
」
に
は
、
陸
軍
御
用
重
立
取
扱
四
名
、

陸
軍
生
育
方
頭
取
一
名
、
陸
軍
学
校
頭
取
一
名
、
御
書
院
組
之
頭
一
名
、
大
番
組
之

頭
二
名
、
新
番
組
之
頭
二
名
等
が
軍
事
関
係
の
幹
部
職
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

当
然
、
旧
部
隊
た
る
、
広
間
組
・
大
砲
組
・
小
筒
組
・
馬
乗
の
名
称
は
見
え
な
い
。

た
だ
し
、
書
院
組
だ
け
が
生
育
方
に
入
ら
ず
独
立
し
た
形
で
名
前
を
残
し
て
い
る
の

は
、
陸
軍
学
校
生
徒
選
抜
に
お
い
て
、
「
是
迄
差
図
役
下
役
等
の
役
々
、
三
十
歳
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

上
之
分
者
御
書
院
組
被
仰
付
、
右
以
下
之
者
者
生
徒
と
申
者
二
相
成
」
云
々
と
い
う
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選

別
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
関
係
す
る
。
つ
ま
り
、
旧
陸
軍
士
官
の
う
ち
、
新
た
に
設

立

さ
れ
る
陸
軍
学
校
の
生
徒
（
暫
定
的
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
三
〇
歳
未
満

の
者

に
限
ら
れ
、
書
院
組
は
生
徒
に
な
れ
な
い
三
〇
歳
以
上
の
者
の
受
け
皿
と
し
て

残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
学
校
方
、
「
学
校
」
（
陸
軍
学
校
）
の
教
授
・
生
徒
の
任
命
も
一
〇
月
に
開

始
さ
れ
た
。

　
教
授
方
任
命
は
、
一
〇
月
一
五
日
伴
鉄
太
郎
が
陸
軍
一
等
教
授
方
、
久
須
美
祐

利
・
揖
斐
章
が
二
等
教
授
方
に
任
命
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
〇
月
二
二
日
西
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

が
陸
軍
学
校
頭
取
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
で
一
段
落
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
生
徒
の

任
命
は
、
具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
〇
月
二
〇
日
河
津
祐
賢
・
池
田
保

光
・
芳
賀
可
伝
・
志
村
太
郎
ら
一
三
名
、
二
一
日
初
鹿
野
伝
右
衛
門
・
一
色
政
次
郎
、

二
二

日
築
山
確
郎
、
同
月
某
日
矢
吹
秀
一
・
岡
田
正
・
永
井
当
昌
・
中
島
静
・
大
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

伴

三
、
一
二
月
二
二
日
鈴
木
長
八
郎
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
史
料
の
上
で
は
、

「陸
軍
生
徒
」
も
し
く
は
「
学
校
生
徒
」
入
り
を
命
じ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

生
徒

に
選
ば
れ
た
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
三
〇
歳
未
満
の
旧
陸
軍
士
官
で

あ
っ
た
。
人
数
は
、
『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
「
初
メ
東
京
ヨ
リ
移
住
セ
シ
時
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

歳
以
下

ノ
陸
軍
士
官
三
百
余
名
ヲ
尽
ク
解
職
シ
テ
生
徒
ト
ナ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

三

〇
〇
名
余
と
い
わ
れ
る
が
、
別
の
史
料
で
は
四
～
五
〇
〇
名
と
も
さ
れ
て
い
る
。

士
官
と
は
差
図
役
並
（
少
尉
）
以
上
で
あ
り
、
差
図
役
下
役
（
曹
長
）
以
下
の
下
士

官
は
入
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
先
に
紹
介
し
た
書
簡
に
は
「
差
図
役
下
役
等
」
と

あ
り
、
実
際
に
は
線
引
き
が
ど
の
階
級
で
な
さ
れ
た
の
か
不
明
確
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
数
百
名
が
一
挙
に
採
用
さ
れ
、
正
規
な
生
徒
（
資
業
生
）
に
な
る
べ
き
試

験
を
受
け
る
た
め
暫
定
的
な
教
育
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
生
徒
の
選
抜
に
つ
い
て

伝

え
る
一
一
月
四
日
付
藩
士
書
簡
で
は
、
「
三
術
之
中
を
勉
強
い
た
し
、
十
ヶ
月
之

内
二
右
学
業
上
達
之
者
者
、
夫
々
御
役
を
蒙
り
、
十
ヶ
月
過
而
も
同
様
之
人
物
者
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

士
二
落
入
候
様
な
る
御
規
則
二
相
成
」
と
あ
り
、
暫
定
教
育
期
間
は
一
〇
箇
月
を
想

定
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
〇
月
の
御
書
院
組
之
頭
衆
宛
達
に
よ
れ
ば
、
「
此
度
陸
軍
学
校
御

取
建
相
成
に
付
其
方
共
組
並
役
々
並
兵
士
共
生
年
三
拾
歳
以
下
之
者
何
れ
も
生
徒
入

被
命
候
間
其
段
可
被
申
渡
候
」
と
あ
り
、
書
院
組
の
場
合
は
、
役
々
（
士
官
）
の
み

な
ら
ず
、
兵
士
（
平
士
）
も
生
徒
入
り
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
〇
歳

と
い
う
年
齢
制
限
も
あ
り
、
御
書
院
組
三
番
小
隊
の
場
合
、
四
六
名
中
二
五
名
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

徒
入

り
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
う
ち
一
名
1
1
三
田
倍
の
み
が
後
に
資
業

生

に
及
第
し
た
）
。
同
じ
一
〇
月
の
御
書
院
組
之
頭
衆
宛
陸
軍
頭
布
告
に
は
、
「
陸
軍

局
役
々
之
儀
は
既
に
門
閥
之
高
卑
、
子
弟
厄
介
之
無
差
別
、
一
術
一
能
之
者
御
撰
挙

相
成
居
候
処
、
先
般
御
人
減
し
之
節
、
右
之
内
よ
り
再
度
御
撰
抜
之
儀
に
候
得
ば
、

弥
格
別
之
人
物
に
相
違
有
之
間
敷
候
（
中
略
）
来
十
一
月
迄
之
内
夫
々
研
究
致
す
学

科
之
高
卑
に
寄
り
相
応
之
御
抜
挙
可
有
之
、
乍
併
右
月
数
相
立
候
て
も
当
人
之
不
勉

強
よ
り
一
術
を
得
さ
る
者
は
不
得
止
、
生
徒
脱
籍
可
致
間
、
兼
而
此
段
布
告
に
及
候

但
御
書
院
組
之
儀
は
是
迄
之
門
閥
も
有
之
候
儀
に
付
、
格
別
之
訳
を
以
て
生
徒
入
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

命
、
響
導
役
並
之
俸
金
被
下
候
に
て
可
有
之
候
事
」
と
あ
り
、
幕
末
期
の
人
材
登
用

（第
一
次
選
抜
）
、
慶
応
四
年
六
月
の
「
御
人
減
し
」
（
第
二
次
選
抜
）
、
そ
し
て
今
回

の
生
徒
採
用

（第
三
次
選
抜
）
に
よ
り
、
陸
軍
局
で
は
相
当
な
人
材
選
り
抜
き
が
進

ん

だ

と
し
て
い
る
一
方
、
書
院
組
は
従
来
の
「
門
閥
」
と
し
て
の
立
場
を
考
慮
さ
れ
、

「
格
別
之
訳
を
以
て
生
徒
入
被
命
」
と
い
う
、
特
別
扱
い
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か

る
。
両
番
・
大
番
な
ど
中
級
旗
本
か
ら
編
成
さ
れ
た
奥
詰
銃
隊
の
後
身
た
る
書
院

組
の
場
合
、
そ
の
家
柄
か
ら
す
る
特
権
を
一
気
に
廃
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
一
二
月
、
西
周
が
起
草
し
た
「
徳
川
家
兵
学
校
掟
書
」
「
徳
川
家
兵
学
校
附
属
小

学
校
掟
書
」
が
公
布
さ
れ
、
「
陸
軍
解
兵
御
仕
方
書
」
で
は
不
明
瞭
だ
っ
た
陸
軍
学

校

（沼
津
兵
学
校
）
の
詳
細
な
規
則
が
定
ま
っ
た
。
逆
に
、
五
〇
人
ず
つ
の
組
合
単

位
で

の

在
郷
教
育
計
画
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
明
治
二
年
四
月
か

ら
資
業
生
選
抜
試
験
が
実
施
さ
れ
、
暫
定
生
徒
数
百
名
の
中
か
ら
正
規
の
生
徒
た
る

資
業
生
と
そ
う
で
な
い
者
と
が
ふ
る
い
分
け
さ
れ
て
い
く
（
第
四
次
選
抜
と
い
え
よ
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う
か
）
。
資
業
生
に
及
第
し
な
か
っ
た
者
は
、
生
徒
を
免
ぜ
ら
れ
、
学
校
を
離
れ
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

育
方
頭
取
支
配
に
編
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
「
辰
年
十
二
月
以
後
生
徒
入
を

命
ぜ
ら
れ
た
る
輩
に
は
資
業
生
同
様
の
俸
金
を
賜
は
り
し
が
明
治
三
年
春
に
至
て
止

　
　
（
6
8
）

め
ら
れ
」
と
記
し
た
文
献
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
暫
定
的
な
意
味
の
「
生
徒
」
と
い
う

存
在
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
春
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
年
発
行
「
静

岡
御
役
人
附
」
の
沼
津
兵
学
校
の
箇
所
に
、
資
業
生
と
は
別
に
単
な
る
「
生
徒
」
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

五
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
残
留
者
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
節
の
最
後
に
、
生
育
方
の
終
焉
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
在
郷
軍
人
制
度

と
も
い
う
べ
き
生
育
方
は
、
明
治
二
年
九
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
所
属
者
の
履
歴
史
料

上
で

も
、
二
年
九
月
六
日
「
生
育
方
御
廃
止
二
付
頭
取
支
配
御
免
、
沼
津
勤
番
組
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
0
）

頭
支
配
三
等
勤
番
組
被
命
候
」
と
い
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
旧
陸
軍
の
不
勤

者
集
団
た
る
生
育
方
は
、
勤
番
組
と
改
称
し
た
の
で
あ
る
。
正
確
に
言
え
ば
、
陸
軍

局
員
以
外
の
一
般
藩
士
の
不
勤
者
を
統
轄
す
べ
く
編
成
さ
れ
た
勤
番
組
は
、
明
治
元

年
段
階
か
ら
存
在
し
、
小
島
・
静
岡
・
掛
川
・
相
良
・
横
須
賀
・
浜
松
・
新
居
と

い
っ

た

藩
内
各
所
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
陸
軍
局
員
の
み
が
集
住
し
た
沼
津
・
田
中

に
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
旧
陸
軍
局
員
と
そ
れ
以
外
と
の
区
別
が

な
く
な
る
形
で
生
育
方
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
沼
津
・
田
中
に
も
勤
番
組
が

新
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

　
書
院
組
所
属
者
の
履
歴
に
は
、
八
月
二
一
二
日
「
御
廃
止
二
付
二
等
勤
番
組
被
命
」

と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
に
書
院
組
も
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
九
月
に
は
、

知
事
か
ら
の
直
接
の
達
と
し
て
、
「
御
直
諭
　
此
度
知
事
様
蒙
命
候
二
付
而
者
別
而

此
藩
相
当
之
武
備
相
立
度
、
是
迄
兵
制
之
儀
者
夫
々
変
革
も
有
之
候
得
共
兎
角
各
種

二

相
分
り
居
、
一
定
之
場
合
二
も
至
り
難
ク
御
一
新
之
折
柄
旧
習
二
泥
之
候
様
二
而

者
不
宜
義
二
付
、
追
而
朝
廷
之
兵
制
を
相
伺
、
右
を
標
準
と
致
シ
一
般
二
可
合
迄
者

武
官
之
者
共
役
向
一
先
差
免
、
再
撰
挙
二
者
可
致
、
右
者
生
育
方
役
々
も
同
様
之
義

二
付
銘
々
趣
意
取
違
不
平
無
之
様
厚
ク
相
心
得
可
申
候
、
就
而
者
兼
而
取
扱
来
り
候

御
用
向
者
無
遺
漏
取
調
、
更
二
下
令
相
待
候
様
有
之
度
候
　
右
之
段
役
々
厚
説
諭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

及
候
様
致
度
事
　
　
知
事
　
　
服
部
綾
雄
殿
」
と
あ
り
、
生
育
方
の
廃
止
と
「
武
官
」

の
一
斉
差
免
が
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
改
革
の
目
的
は
、
新
政

府
の
兵
制
を
標
準
と
し
た
藩
の
軍
制
統
一
化
で
あ
り
、
言
外
に
沼
津
兵
学
校
が
輩
出

す
る
士
官
の
み
を
藩
軍
事
組
織
の
担
い
手
と
す
べ
き
だ
と
す
る
意
志
が
含
ま
れ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
不
平
を
抑
え
、
厚
く
説
諭
を
加
え
る
よ
う
に
述
べ
て
い

る
ご
と
く
、
職
を
失
っ
た
武
官
・
兵
士
の
中
に
は
不
満
が
渦
巻
い
て
い
た
こ
と
が
推

測

さ
れ
る
。
「
武
官
」
と
は
、
主
と
し
て
、
生
育
方
に
含
ま
れ
る
こ
と
な
く
独
立
し
、

頭
・
頭
並
・
頭
取
・
差
図
役
・
差
図
役
下
役
・
響
導
役
と
い
っ
た
階
級
を
持
ち
、
六

箇
小
隊
か

ら
成
り
駿
府
城
の
城
門
警
備
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
た
書
院
組
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
書
院
組
内
部
で
は
改
編
に
対
す
る
不
満
か
ら
集
会
が
開
か

　
　
　
（
7
3
）

れ

た
と
い
う
。
武
官
・
兵
士
で
あ
る
こ
と
の
最
低
限
の
証
明
で
あ
っ
た
生
育
方
．
書

院
組
の
組
織
・
名
称
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
彼
ら
は
単
な
る
一
般
無
役
藩
士
と
同

列
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
武
職
に
こ
だ
わ
る
者
に
と
っ
て
は
耐
え
難
い
仕
打
ち
で

あ
っ
た
。
反
発
に
配
慮
し
て
か
、
そ
れ
と
も
後
述
す
る
修
行
兵
取
り
立
て
と
の
関
連

に
お
い
て
か
、
二
年
一
一
月
、
勤
番
組
之
頭
・
同
並
は
「
軍
事
掛
権
大
参
事
支
配
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

る
べ
く
候
間
右
差
図
ヲ
受
可
被
相
勤
候
」
と
い
う
達
が
出
さ
れ
て
お
り
、
勤
番
組
自

体
が
軍
事
掛
の
管
轄
下
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
内
実
は
と
も
あ
れ
勤
番
組
は
軍
事
組

織
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
得
た
。

　
な
お
、
陸
軍
局
に
属
さ
な
か
っ
た
部
隊
に
つ
い
て
も
、
大
番
組
（
元
遊
撃
隊
）
は

二
年
二
月
ま
で
に
更
番
組
と
改
称
し
て
三
年
八
月
に
は
勤
番
組
へ
編
入
、
新
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

（元
精
鋭
隊
）
は
二
年
七
月
に
開
墾
方
に
改
組
す
る
な
ど
、
解
体
が
進
行
し
た
。

　
明
治
二
年
九
月
生
育
方
の
廃
止
は
、
幕
府
陸
軍
解
体
の
最
終
到
達
点
で
あ
っ
た
。

以
後
、
静
岡
藩
で
は
、
沼
津
兵
学
校
と
い
う
教
育
機
関
を
唯
一
の
基
盤
と
し
て
軍
事

体
制
が
構
想
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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③
沼
津
兵
学
校
付
修
行
兵
と
静
岡
藩
に
お
け
る
常
備
兵
の
不
在

　
明
治
二
年
秋
、
生
育
方
の
廃
止
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
版
籍
奉
還
や
職
員
令
な
ど
政
府

の
指
令

に
も
と
づ
き
、
全
国
的
な
藩
制
改
革
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
静
岡
藩
で
は
陸

軍

局
は
軍
事
掛
と
変
わ
り
、
陸
軍
総
括
・
陸
軍
御
用
重
立
取
扱
と
い
っ
た
幹
部
た
ち

は

権
大
参
事
・
少
参
事
と
い
う
新
し
い
役
名
に
変
わ
っ
た
。

　
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
生
育
方
廃
止
は
、
軍
事
関
係
の
部
署
は
沼
津
兵
学
校
と

そ
の
上
部
組
織
た
る
軍
事
掛
の
み
に
限
定
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
藩
軍
事
組
織
の
究

極
の

ス

リ
ム
化
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
後
、
明
治
政
府
か
ら
静
岡
藩
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

し
常
備
兵
三
〇
〇
〇
名
を
備
え
置
け
と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
た
。

　
折
角
の
軍
縮
路
線
に
逆
行
す
る
政
府
の
命
令
に
対
し
、
静
岡
藩
で
は
と
り
あ
え
ず

下
記
の

よ
う
な
方
針
を
決
め
た
。
二
年
一
〇
月
二
二
日
、
「
来
春
学
校
附
修
行
兵
御

取
建
相
成
右
兵
隊
諸
科
教
導
之
義
学
校
教
授
方
之
内
併
資
業
生
交
番
に
而
可
致
為

　
（
7
7
）

附
積
」
。
つ
ま
り
、
明
治
三
年
春
に
沼
津
兵
学
校
附
の
「
修
行
兵
」
と
い
う
兵
隊
を

取
り
立
て
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
修
行
兵
の
訓
練
・
教
育
に
は
兵
学
校
の

教
授
・
資
業
生
が
交
代
で
あ
た
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
翌
日
、
一
〇
月
二
三
日
に
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

等
教
授
方
大
築
尚
志
が
「
兵
学
校
俗
務
御
用
重
立
取
扱
」
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
彼

が
修
行
兵
取
り
立
て
の
担
当
者
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

　
ま
た
、
同
月
中
に
は
、
学
校
の
名
称
を
元
通
り
「
兵
学
校
」
と
す
べ
き
達
が
出
さ

れ
、
同
年
三
月
一
一
日
の
布
告
以
来
「
陸
軍
学
校
」
か
ら
単
な
る
「
学
校
」
「
沼
津

学
校
」
と
改
称
し
て
い
た
も
の
を
旧
に
復
し
、
軍
学
校
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

西

周
は
沼
津
兵
学
校
を
単
な
る
軍
学
校
で
は
な
く
、
文
官
を
も
養
成
す
る
藩
の
総
合

大
学

に
し
た
い
と
考
え
、
「
追
加
掟
書
」
を
起
草
し
て
い
た
が
、
そ
の
目
論
見
は
政

府
の
常
備
兵
設
置
命
令
の
影
響
で
実
現
不
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
一
一
月
八
日
勤
番
組
之
頭
・
頭
並
に
対
し
、
「
勤
番
組
之
内
よ
り
も
御
撰
、
兵
隊

御
編
成
可
有
之
筈
二
候
、
夫
迄
之
処
ハ
勤
番
組
何
れ
も
各
所
割
当
之
地
二
於
て
文
武

之
道
二
勉
励
い
た
し
、
其
余
暇
稼
稿
之
業
を
相
営
ミ
、
浮
薄
之
弊
を
去
り
、
質
直
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

士
風
二
導
き
候
様
可
被
致
候
」
と
い
う
達
が
発
せ
ら
れ
た
。
次
い
で
同
月
二
九
日
に

は
、
「
各
所
勤
番
組
之
内
よ
り
強
壮
之
者
相
撰
み
兵
学
校
え
為
修
行
先
百
五
十
人
為

差

出
追
々
卒
業
之
上
交
代
為
致
候
筈
に
候
右
人
撰
方
之
義
は
兵
学
校
教
授
方
各
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

出
張
勤
番
組
組
頭
へ
申
談
相
撰
候
様
可
致
候
」
と
い
う
達
が
出
て
い
る
。
修
行
兵
は

勤
番
組
の
中
か
ら
一
五
〇
人
ず
つ
選
び
兵
学
校
へ
送
り
出
し
、
順
次
交
代
さ
せ
て
い

く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
に
は
、
生
育
方
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
軍
事
か
ら
は
切
り

離

さ
れ
た
は
ず
の
不
勤
者
集
団
が
、
今
度
は
、
兵
士
の
供
給
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
旧
陸
軍
局
員
を
中
心
と
し
た
沼
津
・
田
中
の
二
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

の

み

な
ら
ず
、
藩
内
す
べ
て
の
勤
番
組
が
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
同
じ
く
一
一
月
、
小
島
勤
番
組
で
は
、
「
各
今
日
之
職
務
ハ
既
二
軍
事
二
関
係
シ

万
一
之
節
者
鋒
鏑
之
中
を
も
互
ひ
二
扶
助
い
た
し
合
候
儀
二
付
、
銘
々
嘗
日
之
等
級

元
禄
之
多
寡
等
口
口
無
挟
処
、
都
而
現
今
之
職
務
二
拠
リ
毅
力
同
心
平
素
之
勤
向
肝

要
二
候
、
隊
伍
者
伍
長
二
譲
り
伍
長
ハ
世
話
役
二
譲
り
世
話
役
ハ
頭
取
と
相
互
二
睦

合
、
今
日
之
階
級
不
乱
様
有
之
度
事
（
中
略
）
右
之
通
相
心
得
、
都
而
局
中
不
敬
二

　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

不
渉
様
可
致
候
事
」
と
い
う
趣
旨
が
回
達
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
組
織
と
し
て
の
自
覚

と
規
律
の
引
き
締
め
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
二
年
一
二
月
に
は
兵
学
校
三
等
教
授
方
平
岡
芋
作
が
修
行
兵
取
立
方
に
任
ぜ
ら
れ
、

同
月
＝
日
に
は
資
業
生
永
峰
秀
樹
ら
四
〇
名
が
修
行
兵
仕
込
方
手
伝
を
命
じ
ら
れ

た
（
た
だ
し
、
三
年
一
〇
月
時
点
で
は
実
地
仕
込
方
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
一
二
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

一
三
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
）
。

　
修
行
兵
の
そ
の
後
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
動
向
が
各
種
史
料
・
文
献
か
ら

判
明
す
る
。
三
年
（
一
八
七
〇
）
五
月
二
二
日
、
沼
津
勤
番
組
に
出
さ
れ
た
布
達
に
、

「以
急
廻
状
致
啓
上
候
、
然
者
明
後
十
五
日
第
二
字
御
城
内
調
練
場
一
同
相
揃
、
調

練
稽
古
之
心
得
ヲ
以
、
御
出
勤
相
成
候
様
御
心
得
可
被
成
候
、
且
服
之
義
者
必
調
練

服

と
相
極
り
不
申
候
間
、
戎
服
二
而
も
股
引
半
天
二
而
も
銘
々
勝
手
次
第
と
御
心
得

可
被
成
候
　
　
十
三
日
　
　
若
病
気
之
面
々
者
印
紙
断
状
右
刻
限
迄
二
差
越
掛
り
役
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所
江
御
差
出
可
被
成
候
　
　
五
月
　
　
　
　
　
兵
学
校
附
修
行
兵
人
員
（
五
九
名
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

名
省
略
）
　
　
惣
員
五
拾
弐
人
へ
」
と
い
っ
た
文
面
が
あ
り
、
実
際
に
沼
津
城
内
の

調
練
場
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
揃
い
の
軍
服
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
履
歴
書
に
よ
る
と
、
軍
事
掛
附
属
栗
原
道
保
は
、
三
年
六
月
二
一
日

「兵
学
校

附
修
行
兵
被
命
、
同
四
年
四
月
依
願
修
業
兵
御
免
、
沼
津
兵
学
校
附
属

　
（
8
6
）

被
命
」
と
い
う
経
歴
を
た
ど
っ
て
お
り
、
中
途
で
辞
し
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い

が
、
兵
役
期
間
が
一
年
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
沼
津
勤
番
組
十
一
番

頬

に
属
し
た
太
田
昇
蔵
は
、
三
年
六
月
修
行
兵
を
命
じ
ら
れ
た
際
、
「
十
一
番
頬
三

番
太
田
昇
蔵
　
右
兵
学
校
付
修
行
兵
被
命
候
二
付
当
頬
除
名
相
成
候
間
此
段
御
達

　
（
8
7
）

申
候
」
と
い
う
辞
令
を
受
け
て
お
り
、
修
行
兵
任
期
中
は
勤
番
組
を
除
名
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
同
年
七
月
一
七
日
、
「
右
は
直
様
寄
宿
入
に
も
相
成
候
程
の
儀
に
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

家
族
一
同
引
移
候
儀
は
見
合
せ
当
人
の
み
出
張
致
し
候
儀
と
相
心
得
」
と
い
う
布
達

が
出
さ
れ
て
お
り
、
各
所
勤
番
組
よ
り
人
選
の
沼
津
兵
学
校
附
修
行
兵
は
単
身
寄
宿

舎

に
入
れ
ら
れ
、
家
族
ぐ
る
み
沼
津
へ
移
住
し
自
宅
で
同
居
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は

禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
三
年
九
月
沼
津
勤
番
組
に
発
せ
ら
れ
た
達
は
、

「
此
度
調
練
相
始
候
二
付
而
者
勤
番
組
一
同
、
尤
老
幼
之
者
者
相
除
、
当
主
井
子
弟

厄
介
二
至
迄
稽
古
可
被
致
候
、
且
老
幼
之
内
に
て
も
有
志
之
者
者
罷
出
候
而
も
不
苦

候
旨
、
且
又
名
前
早
々
取
調
差
出
候
様
御
達
二
付
相
達
候
段
、
且
戎
服
無
之
分
者
平

服

に
て
不
苦
旨
、
日
限
者
追
而
被
聞
候
由
、
○
老
幼
之
訳
者
五
十
才
以
下
十
五
才
以

　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

上
之
事
二
御
座
候
由
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
沼
津
近
在
に
住
居
し
て
い
る
者
に
対

し
て
は
、
修
行
兵
と
い
う
肩
書
が
付
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
老
人
や
少
年

に
も
対
象
を
広
げ
調
練
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
資
業
生
が
修
行
兵
の
教
育
・
訓
練
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
年
九
月
五
日
、
一
等
教
授
方
大
築
尚
志
は
資
業
生
に
対
し
、
「
近
々
学
校
附
丘
ハ
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

組
立
」
に
つ
き
朝
夕
二
度
操
練
実
施
す
べ
き
と
い
う
達
を
発
し
て
い
る
。
四
年
（
一

八
七
一
）
四
月
、
資
業
生
屯
所
掛
に
対
し
修
行
兵
仕
込
方
骨
折
り
に
つ
き
白
綾
木
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

下
賜

さ
れ
、
古
川
宣
誉
ら
七
名
に
対
し
て
金
五
両
下
賜
さ
れ
た
。
古
川
の
履
歴
で
は
、

四
月
修
行
兵
仕
込
方
出
精
の
旨
に
よ
り
白
綾
木
綿
一
反
下
賜
、
一
二
月
修
行
兵
仕
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

方
骨
折
且
又
其
他
共
精
勤
の
旨
に
て
金
五
両
下
賜
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
作
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

た
資
業
生
の
名
簿
に
は
、
「
兵
士
持
　
長
峯
矯
四
郎
」
（
以
下
一
二
名
氏
名
略
）
、
「
修

業
兵
算
術
教
師
助
　
市
川
嘉
一
郎
」
、
「
資
業
兵
算
術
教
師
助
　
市
川
嘉
一
郎
」
、
「
八

月
改
メ
取
建
人
共
都
合
士
官
四
十
六
人
、
内
兵
士
持
十
人
と
成
」
、
「
体
操
　
大
坂
行

　
別
所
貫
一
、
資
業
兵
方
　
福
島
邦
太
郎
」
と
い
っ
た
記
載
が
見
ら
れ
、
資
業
生
の

う
ち
選
ば
れ
た
者
は
、
「
兵
士
持
」
と
い
う
名
目
で
修
行
兵
の
教
育
を
担
当
し
、
ま

た
調
練
の
み
な
ら
ず
、
算
術
・
体
操
な
ど
特
定
教
科
を
専
門
に
教
え
た
者
も
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
修
行
兵

に
な
っ
た
者
に
は
、
三
年
一
〇
月
一
九
日
学
校
附
属
出
役
（
兵
学
校
附
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

剛
臥
手
出
役
）
か
ら
「
兵
学
校
附
属
修
業
兵
被
命
」
と
い
う
戸
張
胤
邦
も
そ
う
で
あ

る
が
、
先
に
登
場
し
た
栗
原
道
保
・
太
田
昇
蔵
と
同
様
、
軍
事
掛
内
部
の
他
役
や
兵

学
校
近
隣
の
沼
津
勤
番
組
管
内
か
ら
転
じ
た
者
が
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
修
行
兵
の
地
位
は
藩
内
で
は
低
く
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
四
年
七
月
頃
浜

松
勤
番
組
か

ら
沼
津
へ
転
じ
た
岡
本
昆
石
は
、
「
予
が
今
か
ら
英
学
を
修
業
す
る
は

晩
学
で
あ
る
寧
ろ
当
地
の
資
業
兵
と
な
つ
て
鉄
砲
を
か
つ
い
だ
方
が
宜
か
ら
う
と
云

ふ
か

ら
予
は
心
裡
に
憤
慨
し
て
汝
等
何
を
知
つ
て
痴
言
を
吐
く
欺
、
予
遥
々
当
地
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

来

た
の
は
英
学
を
修
業
せ
ん
が
為
め
で
あ
る
」
云
々
と
回
想
記
に
述
べ
て
お
り
、
学

問
の
道
を
志
し
理
想
を
高
く
持
つ
青
年
に
と
っ
て
は
避
け
る
べ
き
就
職
先
で
あ
っ
た
。

　
最
終
的
に
修
行
兵
の
総
数
が
ど
れ
く
ら
い
に
達
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
、
三
〇
〇
〇
人
の
常
備
兵
を
置
け
と
い
う
明
治
政
府
の
命
令
が
、
こ
の
修
行
兵
制

度
採
用
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
後
年
、
資
業
生
石
橋
絢
彦
は
、

「修
行
兵
を
置
き
た
る
趣
意
は
之
を
練
り
て
下
士
官
に
充
て
兵
学
校
よ
り
上
士
官
を

得
ん
と
す
る
に
在
り
て
最
初
元
小
筒
組
に
て
沼
津
及
近
在
移
住
の
者
よ
り
五
七
十
人

強
壮
な
る
も
の
を
選
み
修
行
兵
を
命
じ
小
山
弥
吉
な
る
者
其
の
隊
長
に
挙
げ
ら
れ
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
9
6
）

業
生
の
古
参
者
其
仕
込
方
に
当
れ
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
修
行
兵
が
単
な
る
兵
卒
で

は
な
く
下
士
官
候
補
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
石
橋
の
修
行
兵
‖
下
士
官
説
は
、
静
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岡
藩
が
明
治
四
年
四
月
］
四
日
の
兵
部
省
達
を
受
け
、
五
月
一
一
日
沼
津
三
等
勤
番

組
・
兵
学
校
資
業
生
一
七
名
、
沼
津
二
等
勤
番
組
・
兵
学
校
資
業
生
三
名
、
七
月
一

一
日
沼
津
三
等
勤
番
組
・
兵
学
校
資
業
生
七
名
を
選
抜
し
、
大
坂
の
教
導
隊
へ
生
徒

　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

と
し
て
派
遣
し
て
い
る
事
実
が
裏
付
け
と
な
る
。
こ
の
二
七
名
の
「
資
業
生
」
と
い

う
の
は
、
列
記
さ
れ
た
氏
名
か
ら
判
断
し
て
も
、
兵
学
校
資
業
生
の
こ
と
で
は
な
く
、

「修
行

兵
」
の
書
き
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
史
料
に

も
、
「
修
行
兵
」
「
資
業
兵
」
「
修
業
兵
」
と
書
き
方
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
当
時
の

人
々

も
間
違
え
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
坂
の
教
導
隊
は
新
政
府
の
下
士
官
養

成
機

関
で
あ
り
、
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
た
の
が
修
行
兵
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
藩

内
に
お
け
る
修
行
兵
の
役
割
も
下
士
官
候
補
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　
そ
う
な
る
と
、
静
岡
藩
は
、
修
行
兵
と
い
う
名
の
下
士
官
候
補
を
採
用
す
る
こ
と

で
お

茶
を
濁
し
、
三
〇
〇
〇
人
の
常
備
兵
設
置
と
い
う
政
府
命
令
を
ま
と
も
に
守
ら

な
か
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
何
故
、
政
府
の
命
令
を
無
視
す
る
と
い
っ
た
こ
と

を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
以
下
に
引
用
す
る
江
原
素
六
の
回
想
記
に

あ
る
。朝

廷
か
ら
は
三
千
人
の
歩
兵
、
即
ち
士
族
の
兵
を
持
へ
う
と
云
ふ
御
沙
汰
で
ご
ざ

い

ま
し
て
、
夫
れ
が
為
め
十
八
万
円
の
定
額
金
が
あ
つ
た
の
で
す
。
（
中
略
）
兵

は
些
つ
と
も
養
成
し
ま
せ
ん
で
、
専
ら
教
育
に
力
を
尽
し
、
軍
隊
養
成
費
を
割
い

て

教
育
費
に
充
て
ま
し
た
が
、
さ
し
あ
た
り
其
金
は
一
万
有
余
で
沢
山
で
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

し
た
か
ら
、
そ
の
剰
余
金
を
以
て
二
つ
の
事
業
を
興
し
た
の
で
す

朝
廷
か
ら
は
三
千
人
の
兵
を
養
成
せ
よ
と
云
は
れ
た
の
で
あ
る
。
所
が
阿
部
並
に

私

な
ど
の
意
見
で
は
、
何
う
し
て
も
藩
と
云
ふ
よ
う
な
も
の
を
今
後
永
く
存
置
す

る
や
う
で
は
日
本
の
前
途
は
い
け
な
い
。
是
非
共
、
廃
藩
置
県
、
郡
県
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
又
必
ず
さ
う
な
る
だ
ら
う
、
然
ら
ば
暫
時
の
間
の
命

脈

に
対
し
て
兵
な
ど
を
養
成
し
た
処
が
、
そ
の
兵
の
出
来
あ
が
る
時
分
に
は
そ
の

兵

を
廃
し
て
し
ま
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
、
と
云
ふ
考
へ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の

時
代
に
は
不
生
産
と
云
ふ
や
う
な
言
葉
が
な
か
つ
た
の
で
す
が
、
兎
に
角
、
益

も
な
く
、
多
く
の
金
を
費
す
か
ら
、
そ
れ
よ
り
は
唯
、
中
等
以
上
の
智
識
を
与
へ

る
方
が
宜
い
と
云
ふ
考
へ
で
、
主
に
そ
の
方
へ
力
を
尽
し
て
居
り
ま
し
た
。
所
が

兵
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
士
官
と
な
つ
て
給
金
も
取
れ
る
し
、
相
当

の
地
位
を
得
ら
れ
る
と
云
ふ
所
か
ら
、
パ
ン
に
餓
ゑ
て
居
つ
た
人
々
は
兵
隊
熱
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

振
廻

し
て
屡
々
藩
庁
に
迫
つ
た
の
で
あ
る

　
江

原
や
阿
部
は
、
廃
藩
置
県
は
時
間
の
問
題
で
あ
り
、
い
く
ら
個
別
の
藩
が
軍
備

に
力
を
入
れ
て
も
無
駄
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
兵
隊
を
擁

す
る
よ
り
も
、
中
等
以
上
の
教
育
や
殖
産
興
業
に
金
を
費
や
し
た
ほ
う
が
将
来
の
た

め

に
な
る
と
い
う
見
識
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遥
か
後
年
の
回
想
録

の

言
葉
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
危
う
い
点
も
あ

る
。
し
か
し
、
決
し
て
全
く
の
嘘
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
三
年
八
月
、
軍
事
俗
務
方
頭
取
中
川
虎
一
郎
以
下
二
五
名
は
藩
当
局
に
対
し
、

「付
而
者
軍
局
之
儀
未
兵
隊
御
取
立
之
期
二
も
至
り
兼
、
随
而
俗
務
暫
閑
暇
之
折
柄
、

過
分
之
御
宛
行
頂
戴
安
居
罷
在
候
も
平
素
之
心
志
こ
も
相
払
り
悲
塊
仕
候
儀
二
御
座

候
間
、
私
共
一
同
俸
金
之
儀
者
奉
還
仕
、
乍
柳
右
之
御
冗
費
二
被
為
宛
被
下
置
候
様

仕
度
、
依
而
御
役
御
免
奉
願
候
、
尤
往
々
兵
隊
御
取
立
俗
務
御
用
向
も
御
座
候
節
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
o
1
）

臨
ミ
候
ハ
・
、
御
人
撰
を
以
如
何
様
共
相
応
之
御
役
被
命
候
得
者
難
有
奉
存
候
」
と
、

免
職
願
を
提
出
し
て
い
る
。
軍
事
掛
の
職
員
で
あ
る
中
川
ら
は
、
江
原
・
阿
部
ら
の

部
下
で
あ
っ
た
が
、
一
向
に
兵
隊
が
取
り
立
て
ら
れ
な
い
た
め
、
仕
事
が
な
く
暇
で

あ
り
、
免
職
し
て
く
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
す
で
に
実
施
さ
れ

て

い

た
修
行
兵
取
り
立
て
が
、
彼
ら
の
言
う
兵
隊
取
り
立
て
に
は
当
た
ら
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
じ
軍
事
掛
内
部
で
も
兵
隊
取
り
立
て
を
行
わ
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
く
す

ぶ
っ

て

い

た
ら
し
い
が
、
江
原
・
阿
部
ら
が
、
ど
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
を
も
っ
て
、

214



樋口雄彦［旧幕府陸軍の解体と静岡藩沼津兵学校の成立］

兵

隊
不
要
と
い
う
強
固
な
信
念
を
抱
く
に
至
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
1
）

八
月
兵
学
校
の
政
府
移
管
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
、
九
月
に
は
実
際
に
移
管
願
い
が

　
　
　
　
（
2
0
1
）

提
出
さ
れ
る
な
ど
、
先
見
の
明
に
富
ん
だ
動
き
も
あ
り
、
西
周
が
後
に
徴
兵
制
確
立

に
果
た
し
た
役
割
を
考
え
る
と
、
彼
の
主
導
性
が
想
定
さ
れ
る
が
、
兵
隊
不
要
が

「
陸
軍
解
兵
御
仕
方
書
」
以
来
の
一
貫
し
た
方
針
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
西
よ
り
先
に

阿
部
・
江
原
ら
の
基
本
理
念
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
明
治
元
年
一
〇
月
二
三
日
段
階
で
、
藩
内
よ
り
織
田
和
泉
宛
に
、
「
是
迄
銃
隊
調

練
可
也
覚
候
者
も
、
多
ハ
脱
走
等
ニ
テ
、
今
ハ
一
向
二
無
之
、
若
年
輩
練
武
相
廃
候

後
、
愈
柔
弱
二
而
己
相
成
候
二
付
（
中
略
）
稽
古
為
始
候
積
二
候
、
然
二
前
蘭
仏
二

流
為
学
候
得
共
（
中
略
）
朝
廷
ニ
テ
御
用
之
方
為
学
度
存
候
（
中
略
）
軍
事
方
衆
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
1
）

御
序
之
節
、
御
聞
繕
御
申
越
有
之
候
様
致
度
存
候
（
後
略
）
」
と
い
っ
た
依
頼
が
出

さ
れ
て
お
り
、
練
武
の
機
会
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
惜
し
み
、
軍
事
訓
練
の
実
施
を

求
め
る
声
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
一
一
月
一
〇
日
に
は
、
政
府
よ
り
箱
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

の
榎
本
武
揚
軍
討
伐
の

た
め
二
大
隊
を
派
兵
す
る
よ
う
命
令
が
下
っ
て
お
り
（
後
中

止
）
、
元
年
段
階
に
お
い
て
は
実
際
に
軍
備
を
全
廃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
情
勢
に

あ
っ
た
。

　
旧
陸
軍
集
住
地
の
沼
津
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
浜
松
で
は
、
た
ぶ
ん
明
治
二
年
前
半

期
ま
で
は
、
「
小
銃
を
船
廻
し
に
な
し
所
有
せ
し
に
付
、
仏
式
伝
習
を
受
け
た
る
山

ロ

朴
郎
外
一
人
を
自
費
に
て
雇
ひ
、
浜
松
旧
城
明
き
地
を
拝
借
し
、
稽
古
日
を
定
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塑

小
隊
運
動
或
は
隊
操
・
角
打
等
を
な
す
」
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、
陸
軍

局
に
よ
る
正
規
な
行
為
で
は
な
く
、
私
的
な
形
で
軍
事
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
。
そ
の
兵
力
は
、
二
年
一
一
月
浜
松
近
辺
の
農
民
一
揆
鎮
圧
に
効
果
を
発
揮
し
た
。

　
し
か
し
、
阿
部
・
江
原
ら
を
指
導
部
と
す
る
陸
軍
局
ー
軍
事
掛
は
、
決
し
て
全
面

的
な
「
再
軍
備
」
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
年
九
月
の
政
府
密
偵
の
報

告
書
に
も
、
「
煉
兵
ハ
沼
津
ニ
テ
少
々
有
之
、
外
ハ
一
円
無
之
候
、
但
シ
仏
式
二
御

　
（
伽
）

座
候
」
と
あ
り
、
兵
学
校
で
の
調
練
以
外
に
、
そ
の
後
藩
内
で
は
軍
事
訓
練
が
行
わ

れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
駿
府
藩
ー
静
岡
藩
の
軍
事
力
は
、
結
局
潜
在
的
に
も
の

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
人
民
に
対
す
る
支
配
に
は
事
を
欠
く
こ
と
は
な
か

　
（
7
0
1
）

っ

た
」
の
で
あ
る
。
徳
川
家
の
入
封
以
前
に
存
在
し
た
、
韮
山
代
官
が
取
り
立
て
た

農
兵
（
原
宿
・
大
宮
町
・
江
尻
宿
の
小
隊
）
や
駿
河
・
遠
江
に
領
地
を
有
し
た
大
名
・

旗
本
が
採
用
し
た
農
兵
な
ど
も
、
静
岡
藩
で
は
全
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
自

然
消
滅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

三
年
六
月
一
二
日
沼
津
城
二
重
櫓
の
火
災
が
あ
っ
た
。
こ
の
火
災
に
つ
い
て
兵
学

校
教
授
が
書

き
残
し
た
、
「
土
手
の
上
に
櫓
あ
り
、
此
の
中
に
小
銃
三
千
挺
、
付
属

品
な
ど
入
れ
之
れ
有
り
、
沼
津
陸
軍
三
千
人
の
大
切
の
小
銃
に
て
、
両
三
日
前
手
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
1
）

れ

も
済
ま
せ
し
に
、
如
何
な
る
原
因
に
て
発
火
せ
し
か
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
沼

津
に
は
三
〇
〇
〇
人
分
の
小
銃
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
政
府
の
常
備
兵
設
置
命

令

に
応
じ
る
た
め
の
準
備
が
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ

も
そ
も
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
に
掲
載
さ
れ
た
陸
軍
局
員
の
人
数
が
約
三
四

〇

〇

人
だ
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
三
〇
〇
〇

挺
の
鉄
砲

は
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
焼
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ハ

ー
ド
面
に
お
け
る
幕
府
陸
軍
の
遺
産
の
多
く
は
、
新
政
府
に
引
き
渡
し
江
戸
に

置
い
て
き
た
わ
け
で
あ
り
、
一
部
の
書
籍
・
印
刷
器
械
な
ど
を
除
き
静
岡
に
運
ば
れ

た
も
の
は
決
し
て
多
く
な
い
。
沼
津
兵
学
校
の
校
舎
は
、
沼
津
藩
の
沼
津
城
御
殿
を

転
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
学
校
と
し
て
整
え
ら
れ
た
施
設
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

兵
器

に
つ
い
て
は
先
に
少
し
触
れ
た
が
、
三
〇
〇
〇
挺
の
小
銃
の
種
類
は
不
明
で
あ

る
。
「
操
練
用
と
し
て
貸
渡
さ
れ
た
小
銃
（
ゲ
ベ
ル
と
い
う
旧
式
の
先
込
め
銃
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
1
）

も
っ
て
猟
を
行
っ
た
。
鉛
で
散
弾
を
自
製
し
た
」
と
い
う
資
業
生
の
回
想
も
あ
り
、

ど
う
や
ら
最
新
式
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
軍
装
に
つ
い
て
も
、
「
全
体
生

徒

に
対
し
一
定
の
制
服
な
く
袴
羽
織
を
禁
ぜ
ら
れ
窄
袖
な
れ
ば
何
に
て
も
宜
し
と
い

ふ
掟

ゆ
ゑ
銘
々
随
意
の
服
装
を
為
し
た
り
生
兵
の
時
は
制
服
な
く
と
も
余
り
見
苦
し

か

ら
ず
隊
伍
を
組
み
て
運
動
す
る
時
に
制
服
な
き
は
見
苦
し
き
も
の
な
れ
ど
其
節
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

左
程
に
も
思
は
ざ
り
し
」
と
資
業
生
が
回
想
し
て
お
り
、
揃
い
の
軍
服
が
作
製
・
支

給
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
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沼
津
兵
学
校
で
は

教
科
書
を
発
行
し
た
。
兵
書
と
し
て
、
『
野
戦
要
務
』
（
明
治
二

年
刊
、
大
鳥
圭
介
訳
・
慶
応
元
年
陸
軍
所
版
の
復
刻
）
、
『
兵
学
程
式
』
（
三
年
三
月

刊
、
慶
応
三
年
陸
軍
所
版
の
復
刻
）
、
『
仏
蘭
西
歩
兵
程
式
』
（
三
年
刊
、
大
鳥
訳
・

慶
応
三
年
陸
軍
所
版
の
復
刻
）
を
刊
行
し
た
ほ
か
、
シ
ャ
ノ
ア
ン
ロ
述
・
須
藤
時
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

郎
訳

『仏
国
陣
営
条
規
』
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
事
実
も
あ
り
、
か
な
り
活
発
な
出

版
を
行
っ
た
と
い
え
る
が
、
同
時
期
に
刊
行
し
た
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
数
学
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
1
）

科
書
と
比
べ
る
と
兵
書
の
現
存
数
は
極
め
て
少
な
く
、
印
刷
部
数
が
少
量
だ
っ
た
の

で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
教
授
陣
の
人
材
の
豊
富
さ
と
は
対
照
的
に
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
軍
学
校
と
し
て

沼
津
兵
学
校
は
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
、
軍

備

は
一
先
ず
置
い
て
一
般
教
育
（
普
通
教
育
）
こ
そ
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
、
阿
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）

江
原
ら
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
た
結
果
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
沼
津
兵
学
校
が
、
幕
府
軍
制
改
革
の
最
終
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
が
、

西

周
の
「
追
加
掟
書
」
構
想
に
表
れ
た
ご
と
く
、
武
官
の
み
な
ら
ず
文
官
を
も
含
め

た
藩
官
僚
の
養
成
を
射
程
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
非
軍
事
分
野
で

の

洋
学
摂
取
政
策
の
帰
結
点
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
洋
学
教
育
機
関
と
し
て
の
性

格
が
濃
厚
で
、
陸
軍
士
官
学
校
と
し
て
は
純
度
が
高
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
阿
部
・

江
原
ら
の
持
論
に
よ
り
、
常
備
兵
が
不
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
維
新
の
敗
者
た
る
静

岡
藩
・
徳
川
家
の
政
治
的
立
場
と
も
相
侯
っ
て
、
諸
藩
と
比
較
し
極
め
て
特
異
な
藩

内
事
情
と
な
っ
て
い
た
。
兵
員
の
不
在
は
、
藩
制
機
構
の
中
で
軍
事
部
門
の
役
割
が

極
め

て

限
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
静
岡
藩
軍
事
掛
の
機
能
は
、
沼
津
兵
学
校
の

経
営
だ

け
を
主
要
な
内
容
と
し
、
士
官
の
養
成
・
教
育
に
高
度
に
特
化
す
る
も
の
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
和
歌
山
藩
が
断
行
し
た
徴
兵
制
の
ご
と
き
、
旧
幕
時
代
を
超

え
る
軍
制
全
般
で
の
新
政
策
を
打
ち
出
し
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
点
は
、

制
度
・
規
模
と
も
に
全
国
諸
藩
を
は
る
か
に
引
き
離
し
て
い
た
旧
幕
府
陸
軍
と
、
静

岡
藩
と
の
断
絶
面
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
系
譜
上
、
静
岡
藩
の
陸
軍
局
・
生
育
方
・
軍
事
掛
・
勤
番
組
等
が
幕

府

陸
軍
の
部
分
的
後
継
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
教
育
機
関

と
し
て
は
最
高
度
の
制
度
・
内
容
を
誇
っ
た
沼
津
兵
学
校
も
、
阿
部
・
江
原
・
西
ら

の
独
創
の
み
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
大
き
な
視
点
よ
り
す
れ
ば
幕
末
の
陸

軍
諸
改
革
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
沼
津
兵
学
校
の
歴
史
的
意
義
を
考
え
る
場
合
、
狭
義
の
軍
事
史
的
視
点

で

は
不
十
分
で
あ
る
。
教
育
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
「
武
士
」
身
分
の
解
体
と
い
う
社

会
的
な
変
革
こ
そ
が
、
沼
津
兵
学
校
を
め
ぐ
る
人
的
な
動
き
の
本
質
で
あ
っ
た
。
藩

と
い
う
枠
を
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、
庶
民
へ
の
窓
も
閉
ざ
さ
れ
、
な
お
か
つ
三
年

半
と
い
う
短
期
間
で
は
途
中
経
過
し
か
示
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
幕
府
時
代
の
家

禄
・
家
格
・
役
職
等
を
無
視
し
て
進
め
ら
れ
た
能
力
主
義
に
よ
る
人
材
選
抜
は
、
学

制
・
徴
兵
制
の
実
現
を
見
な
い
当
時
に
お
い
て
は
、
「
国
民
国
家
を
経
営
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聾

の
プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ
ョ
ナ
ル
」
「
郡
県
の
武
士
」
（
「
陸
軍
士
官
」
は
そ
の
一
部
）
を
創

出
す
る
た
め
に
、
最
も
制
度
的
・
組
織
的
に
整
え
ら
れ
た
教
育
機
関
の
姿
だ
っ
た
と

い
え
る
。

　
軍
事
組
織
と
し
て
の
兵
学
校
の
掟
書
に
は
、
厳
格
な
規
律
・
統
制
を
求
め
る
条
文

が
当
然
の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
一
方
に
お
い
て
、
生
育
方
に
対
し
て
出

さ
れ
た
布
達
に
は
、
「
今
般
陸
軍
局
御
変
正
相
成
（
中
略
）
銘
々
不
体
之
廉
又
ハ
御

為
筋
二
不
相
成
と
見
込
候
義
も
可
有
之
、
右
等
之
義
者
其
筋
を
以
可
申
出
者
必
定
二

候
得
共
、
乍
然
順
序
を
以
申
出
兼
候
場
合
有
之
、
随
而
士
情
抗
塞
致
候
而
ハ
不
相
成

候
間
、
追
而
訴
所
御
取
建
二
相
成
候
迄
、
阿
部
邦
之
助
藤
沢
長
太
郎
江
原
三
介
立
田

政
吉
郎
、
右
訴
を
口
口
候
間
、
柳
不
軽
忌
揮
末
二
至
迄
無
遠
慮
罷
出
可
申
出
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

辰
十
一
月
　
村
落
懸
り
取
締
江
」
と
い
う
、
建
白
・
意
見
を
奨
励
す
る
も
の
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
江
原
素
六
に
は
、
「
私
の
隊
に
属
し
て
居
る
者
か
ら
も
、
色
々
の
建
白

書
が
出
ま
す
。
外
の
者
は
些
と
も
之
を
見
な
い
、
鼻
で
も
拭
い
て
し
ま
つ
た
の
で
す
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が
、
私
は
一
つ
残
ら
ず
、
部
下
か
ら
、
出
た
建
白
書
を
丁
寧
に
読
み
ま
し
た
。
そ
の

読
ん

だ
中
で
も
古
川
善
次
郎
と
云
ふ
下
士
官
が
出
し
た
も
の
は
、
色
々
善
い
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

私

は
立
所
に
そ
の
人
を
少
尉
に
抜
擢
し
ま
し
た
」
と
い
う
、
幕
府
士
官
時
代
の
京
都

滞
在
中
の
逸
話
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
阿
部
・
江
原
ら
に
は
、
個
人
の
意
志
や
意
見
を

尊
重
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
濃
厚
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
硬
直
し
た
封
建
制
度
．
身

分
制
度
と
は
対
極
に
位
置
す
る
立
場
で
あ
り
、
能
力
主
義
や
平
等
性
こ
そ
が
、
近
代

的
な
教
育
制
度
、
ひ
い
て
は
組
織
一
般
に
と
っ
て
、
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
意
識
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
1
）

れ
て

い

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
ん
な
点
も
含
め
、
幕
府
陸
軍
の
改
革
は
、
沼
津
兵
学
校
に
行
き
着
く
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
国
家
・
社
会
の
全
面
的
変
革
を
予
告
す
る
、
最
先
端
の
様
相
を
提

示
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
熊
澤
徹
「
幕
末
の
軍
制
改
革
と
兵
賦
徴
発
」
（
『
歴
史
評
論
』
第
四
九
九
号
、
一
九
九
一
年
）
、

　
　
同
「
幕
府
軍
制
改
革
の
展
開
と
挫
折
」
（
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
』
1
、
一
九
九
三
年
、

　
　
岩
波
書
店
）
、
同
「
幕
末
維
新
期
の
軍
事
と
徴
兵
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
六
五
一
号
、
一
九
九

　
　
三
年
）
、
同
「
慶
応
軍
役
令
と
歩
卒
徴
発
ー
幕
府
組
合
銃
隊
一
件
ー
」
（
『
歴
史
評
論
』
第
五
八

　
　
一
号
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
、
一
連
の
研
究
。

（
2
）
　
松
下
芳
男
『
改
訂
明
治
軍
制
史
論
（
上
ご
（
一
九
七
八
年
、
国
書
刊
行
会
、
元
版
一
九
五

　
　
六
年
）
は
、
沼
津
兵
学
校
に
つ
い
て
言
及
し
た
数
少
な
い
通
史
で
あ
る
。
羽
場
俊
秀
「
沼
津

　
　
兵
学
校
お
よ
び
同
校
附
属
小
学
校
の
設
立
に
つ
い
て
」
（
『
軍
事
史
学
』
1
7
－
3
、
一
九
八
一

　

年
）
は
、
「
軍
事
教
育
の
観
点
」
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
意
図
は

　
　
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
　
和
歌
山
藩
の
徴
兵
制
に
関
す
る
近
年
の
研
究
成
果
に
は
、
山
田
千
秋
『
日
本
軍
制
の
起
源

　
　
と
ド
イ
ツ
』
（
一
九
九
六
年
、
原
書
房
）
が
あ
る
。

（
4
）
　
江
原
は
、
講
武
所
以
来
の
陸
軍
士
官
で
あ
り
、
駿
河
移
封
直
前
に
は
撒
兵
頭
と
な
っ
て
い

　
　
た
が
、
決
し
て
陸
軍
首
脳
部
に
は
位
置
し
な
か
っ
た
。
阿
部
は
、
文
久
期
に
両
番
格
騎
兵
差

　
　
図
役
勤
方
に
就
い
た
と
い
う
前
歴
は
あ
る
が
（
『
近
世
庶
民
生
活
史
料
　
藤
岡
屋
日
記
』
第
一

　
　
一
巻
、
一
九
九
二
年
、
三
一
書
房
、
四
三
頁
、
文
久
二
年
四
月
五
日
）
、
幕
府
瓦
解
後
に
目

　

付
・
公
議
所
御
用
取
扱
に
就
任
す
る
な
ど
、
陸
軍
と
の
関
係
は
薄
か
っ
た
。
た
だ
し
、
阿
部

　
　
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
↓
二
月
集
議
所
の
開
設
や
幕
府
・
諸
藩
の
軍
制
統
一
を
建
白

　
　
し
た
伴
門
五
郎
・
本
多
晋
・
須
永
伝
蔵
ら
、
後
に
彰
義
隊
結
成
の
中
心
と
な
る
グ
ル
ー
プ
と

　

密
接
な
立
場
に
あ
り
（
原
口
清
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
　
上
』
、
一
九
七
二
年
、
塙
書

　

房
、
二
六
～
二
七
頁
）
、
軍
制
改
革
に
つ
い
て
独
自
の
見
識
・
主
張
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が

　
あ
る
。

（
5
）
　
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
一
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
三
十
八
、
一
九
一
五
年
、
復
刻
版

　
　
合
本
第
六
巻
、
一
九
七
八
年
、
立
体
社
）
。

（
6
）
　
江
原
素
六
述
『
急
が
ば
廻
れ
』
（
一
九
一
八
年
、
東
亜
堂
書
房
）
、
三
七
七
～
三
七
九
頁
。

（
7
）
　
江
原
先
生
伝
記
編
纂
委
員
会
・
結
城
礼
一
郎
『
江
原
素
六
先
生
伝
』
（
一
九
二
三
年
、
三
圭

　
　
社
）
、
上
篇
＝
二
六
頁
。

（
8
）
　
静
岡
県
駿
東
郡
役
所
編
『
静
岡
県
駿
東
郡
誌
』
二
九
一
六
年
、
一
九
七
二
年
復
刻
、
長
倉

　
　
書
店
、
五
六
〇
頁
）
、
沼
津
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
沼
津
市
誌
』
下
巻
（
一
九
五
入
年
、
沼
津

　
　
市
、
一
七
頁
）
、
三
枝
康
高
『
静
岡
藩
始
末
』
二
九
七
五
年
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
五
頁
）
、

　
　
永
原
慶
二
・
海
野
福
寿
編
『
図
説
静
岡
県
の
歴
史
』
（
一
九
八
七
年
、
河
出
書
房
新
社
、
二
二

　
　
二
頁
）
、
仲
田
正
之
編
『
街
道
の
日
本
史
2
2
伊
豆
と
黒
潮
の
道
』
（
二
〇
〇
一
年
、
吉
川
弘
文

　
　
館
、
二
〇
三
頁
）
な
ど
。

（
9
）
　
宮
崎
ふ
み
子
「
幕
府
の
三
兵
士
官
学
校
設
立
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
『
年
報
．
近
代
日
本
研
究

　
　
　
三
　
幕
末
・
維
新
の
日
本
』
二
九
八
一
年
、
山
川
出
版
社
）
。

（
1
0
）
　
な
お
、
親
仏
派
の
幕
府
陸
軍
首
脳
の
一
人
で
あ
っ
た
藤
沢
次
謙
は
、
静
岡
藩
で
も
少
参

　
　
事
・
軍
事
掛
と
し
て
沼
津
兵
学
校
の
幹
部
と
な
っ
て
い
る
が
、
江
原
や
阿
部
の
よ
う
に
学
校

　
　
設
立
計
画
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
元
知
行
所
の
者
に
あ
て
た
一
］
月
四
日
付

　
　
の
手
紙
で
、
思
い
も
よ
ら
ず
陸
軍
御
用
重
立
取
扱
に
任
命
さ
れ
沼
津
に
移
住
す
る
こ
と
に

　
　
な
っ
た
旨
を
知
ら
せ
て
い
る
（
安
西
愈
『
勝
海
舟
の
参
謀
　
藤
沢
志
摩
守
』
、
一
九
七
四
年
、

　
　
新
人
物
往
来
社
、
一
五
五
頁
）
。
藤
沢
は
、
勝
海
舟
の
勧
め
に
よ
り
後
か
ら
引
き
込
ま
れ
た
ら

　
　
し
い
。

（
1
1
）
　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
で
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
可
能
。

（
1
2
）
　
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
五
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
四
十
二
、
一
九
一
六
年
、
復
刻
合

　

本
第
七
巻
、
一
九
七
八
年
、
立
体
社
）
。

（
1
3
）
　
三
兵
士
官
学
校
の
生
徒
と
の
比
較
・
対
照
は
、
「
兵
術
語
学
伝
習
事
件
」
（
東
京
大
学
史
料
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編
纂
所
所
蔵
）
に
よ
っ
た
。

（
1
4
）
　
「
遠
江
国
相
良
勤
番
組
士
族
名
簿
」
（
相
良
町
郷
土
資
料
館
所
蔵
）
。

（
1
5
）
　
黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
体
系
　
第
五
十
二
巻
　
続
徳
川
実
紀
　
第
五
篇
』
（
一
九
三

　
　
六
年
、
国
史
大
系
刊
行
会
）
、
幕
府
陸
軍
の
役
職
者
を
収
録
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

　
　
『
大
日
本
近
世
史
料
　
柳
営
補
任
　
五
』
二
九
六
五
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
勝
海
舟
「
陸

　
　
軍
歴
史
」
（
勝
部
真
長
他
編
『
勝
海
舟
全
集
1
7
〔
陸
軍
歴
史
m
〕
』
、
一
九
七
七
年
、
勤
草
書
房
）

　
　
は
、
い
ず
れ
も
慶
応
四
年
閏
四
月
ま
で
の
記
録
し
か
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
降
の
徳

　
　
川
家
・
静
岡
藩
の
動
向
を
示
す
史
料
は
対
象
外
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。

（
1
6
）
　
信
太
歌
之
助
の
総
房
鎮
静
方
取
締
と
し
て
の
廻
村
に
つ
い
て
は
前
掲
『
続
徳
川
実
紀
』
（
三

　
　
九
八
頁
）
や
市
立
市
川
歴
史
博
物
館
『
幕
末
の
市
川
』
（
二
〇
〇
三
年
、
四
五
頁
）
、
江
川
永

　
　
脩
の
武
蔵
下
総
両
国
軍
事
掛
鎮
静
方
頭
取
就
任
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
関
係
人
物

　
　
履
歴
集
成
　
そ
の
二
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
2
7
、
二
〇
〇
三
年
）
、
乙
骨
太
郎
乙
の
歩
兵

　
　
差
図
役
格
軍
事
掛
附
就
任
に
つ
い
て
は
辞
令
（
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
・
乙
骨
太
郎
乙
関

　
　
係
文
書
B
1
1
8
・
1
9
）
、
中
根
淑
の
軍
事
掛
附
任
命
に
つ
い
て
田
中
明
『
中
根
香
亭
先
生
年
譜
』

　
　
（
一
九
九
六
年
、
私
家
版
）
、
土
屋
氏
貴
の
軍
事
掛
任
命
と
江
戸
府
下
で
の
鎮
撫
活
動
に
つ
い

　
　
て
山
田
万
作
編
『
岳
陽
名
士
伝
』
（
一
八
九
一
年
、
一
九
八
五
年
復
刻
、
長
倉
書
店
、
＝
九

　
　
九
頁
）
、
阿
部
潜
の
房
総
鎮
静
方
と
し
て
の
活
動
は
『
復
古
記
』
第
十
冊
（
一
九
二
九
年
、
内

　
　
外
書
籍
株
式
会
社
、
九
二
一
頁
）
、
松
平
太
郎
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
『
続
徳
川
実
紀
』
（
四
二

　
　
八
頁
）
に
よ
っ
た
ほ
か
、
「
海
舟
日
記
」
に
も
関
連
記
事
が
散
見
す
る
。
こ
の
軍
事
掛
附
や
鎮

　
　
静
方
と
い
っ
た
職
務
に
就
い
た
者
に
は
、
剣
客
や
洋
学
者
な
ど
が
混
在
し
、
必
ず
し
も
陸
軍

　
　
関
係
者
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
勝
海
舟
の
独
自
な
人
選
に
よ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
江
川
永

　
　
脩
・
松
波
権
之
丞
ら
の
房
総
で
の
活
動
と
勝
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
山
形
紘
『
市
川
・
船
橋

　
　
戦
争
』
（
一
九
八
三
年
、
嵩
書
房
）
、
同
『
新
撰
組
流
山
始
末
』
（
一
九
八
一
年
増
補
版
、
嵜
書

　
　
房
）
で
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
　
二
』
二
九
八
四
年
）
、
三
五
八
～
三
五
九
頁
。

（
1
8
）
　
『
復
古
記
』
第
十
冊
、
三
七
九
～
三
八
五
頁
、
白
野
仁
『
白
野
夏
雲
』
二
九
八
四
年
、
北

　
　
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
）
、
七
九
頁
。

（
1
9
）
　
『
復
古
記
』
第
十
冊
、
二
六
四
～
二
六
五
頁
。

（
2
0
）
　
幕
府
陸
軍
の
歩
兵
に
つ
い
て
述
べ
た
野
口
武
彦
『
幕
府
歩
兵
隊
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
二

　
　
年
）
は
、
脱
走
し
奥
羽
・
箱
館
を
華
々
し
く
転
戦
し
た
歩
兵
た
ち
の
そ
の
後
を
描
い
て
い
る

　
　

が
、
新
政
府
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
旧
幕
府
歩
兵
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な

　
　

い
。
た
と
え
ば
、
東
多
摩
郡
堀
之
内
村
平
民
宗
寿
長
男
に
生
ま
れ
た
大
石
義
正
の
よ
う
な
、

　
　

明
治
元
年
二
月
二
五
日
「
西
城
下
屯
江
兵
員
二
被
召
抱
」
↓
三
月
五
日
小
頭
↓
七
月
一
〇
日

　
　
饗
導
試
補
↓
一
九
日
竹
橋
内
屯
所
・
響
導
役
↓
三
年
六
月
一
七
日
辰
ノ
ロ
屯
所
編
入
↓
四
年

　
　
九

月
一
四
日
四
等
軍
曹
↓
五
年
三
月
二
一
日
陸
軍
二
等
軍
曹
↓
一
〇
月
七
日
陸
軍
一
等
軍
曹

　

↓
六
年
九
月
二
三
日
仙
台
鎮
台
付
↓
七
年
一
二
月
九
日
満
役
↓
一
二
年
私
学
開
業
（
『
東
京
府

　

教
育
史
資
料
体
系
』
三
巻
、
一
九
七
二
年
、
東
京
都
立
教
育
研
究
所
、
六
八
六
頁
）
、
と
い
っ

　

た

経
歴

を
た
ど
っ
た
歩
兵
が
存
在
し
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
慶
応
四
年
四

　

月
、
い
か
な
る
理
由
か
紀
州
藩
預
か
り
に
な
っ
て
い
た
旧
幕
府
歩
兵
＝
名
は
、
連
名
で
政

　

府
軍
へ
の
編
入
志
願
書
を
出
し
、
許
可
さ
れ
て
い
る
（
『
復
古
記
』
第
十
冊
、
七
二
～
七
三
頁
）
。

　

ま
た
、
脱
走
し
た
歩
兵
で
あ
っ
て
も
、
品
川
宿
桶
職
徒
弟
↓
第
六
連
隊
第
二
大
隊
一
番
中
隊

　
　
一
番
小
隊
歩
兵
・
太
鼓
組
↓
脱
走
し
上
州
簗
田
・
会
津
で
抗
戦
↓
仙
台
で
降
伏
↓
東
京
で
謹

　

慎
・
赦
免
↓
親
兵
二
年
間
勤
務
↓
釣
針
職
人
↓
遠
州
金
谷
宿
移
住
・
職
工
と
い
う
、
成
瀬
常

　

吉
の
履
歴
（
高
室
梅
室
『
静
岡
県
現
住
者
人
物
一
覧
』
、
一
八
九
七
年
）
は
戦
後
の
生
き
様
を

　

記
録

し
た
も
の
と
し
て
珍
し
い
。
な
お
、
梅
沢
有
久
（
伝
吉
）
の
よ
う
に
、
上
野
国
邑
楽
郡

　

大

曲
村
百
姓
伝
左
衛
門
弟
と
し
て
御
料
所
歩
兵
に
取
り
立
て
ら
れ
た
身
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス

　

伝

習
↓
慶
応
三
年
苗
字
帯
刀
・
卿
爪
手
團
導
役
↓
脱
走
・
箱
館
戦
争
従
軍
↓
明
治
三
年
沼
津

　

兵
学
校
剛
夙
教
授
方
就
任
↓
上
京
・
教
導
団
ラ
ッ
パ
教
官
就
任
（
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』

　
　
6
6
、
二
〇
〇
一
年
）
と
い
っ
た
経
歴
を
た
ど
り
、
戦
後
静
岡
藩
に
帰
属
し
士
分
と
な
っ
た
者

　
　
が
い
た
と
い
う
事
実
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
2
1
）
　
横
浜
語
学
所
は
、
そ
の
後
明
治
二
年
五
月
開
成
所
所
管
か
ら
軍
務
官
所
管
に
替
わ
り
、
三

　

年
五
月
に
は
諸
藩
生
徒
三
五
名
が
大
阪
兵
学
寮
へ
編
入
さ
れ
廃
校
と
な
っ
た
（
倉
沢
剛
『
幕

　
　
末
教
育
史
の
研
究
　
三
』
、
一
九
八
六
年
、
吉
川
弘
文
館
、
六
三
四
～
六
三
五
頁
、
柳
生
悦
子

　
　
『
史
話
ま
ぼ
ろ
し
の
陸
軍
兵
学
寮
』
、
一
九
八
三
年
、
六
興
出
版
、
二
〇
二
頁
）
。

（
2
2
）
　
『
復
古
記
』
第
十
冊
、
八
〇
五
頁
。

（
2
3
）
　
『
復
古
記
』
第
十
冊
、
一
三
九
頁
。

（
2
4
）
　
元
神
奈
川
奉
行
支
配
下
番
か
ら
政
府
に
採
用
さ
れ
た
別
手
組
は
、
明
治
二
年
三
月
二
四
日
、

　
　
八
〇
名
が
軍
務
官
に
所
属
替
え
と
な
っ
て
い
る
（
「
陸
軍
省
沿
革
史
」
『
明
治
文
化
全
集
　
第

　
　
三
十
二
巻
　
軍
事
篇
・
交
通
篇
』
、
一
九
三
〇
年
、
日
本
評
論
社
、
＝
九
頁
）
。

（
2
5
）
　
『
別
冊
歴
史
読
本
　
幕
末
維
新
三
百
藩
諸
隊
始
末
』
（
一
九
九
九
年
、
新
人
物
往
来
社
）
。

（
2
6
）
　
『
増
補
訂
正
幕
府
時
代
の
長
崎
』
（
一
九
二
二
年
、
長
崎
市
役
所
）
、
一
六
〇
頁
。

（
2
7
）
　
『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
1
（
一
九
八
二
年
、
勤
草
書
房
）
、
一
九
五
頁
。

（
2
8
）
　
履
歴
明
細
短
冊
（
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
・
間
宮
信
行
関
係
文
書
）
。

（
2
9
）
　
「
由
緒
書
」
（
持
田
み
つ
氏
所
蔵
）
。

（
3
0
）
　
「
親
類
書
」
（
寺
家
村
和
子
氏
所
蔵
）
。

（
3
1
）
　
「
由
緒
書
」
（
栗
原
敬
之
氏
所
蔵
）
。

（
3
2
）
　
履
歴
明
細
短
冊
（
沼
津
市
明
治
史
料
館
保
管
・
大
野
寛
一
関
係
文
書
）
、
拙
稿
「
沼
津
兵
学

　
　
校
関
係
人
物
履
歴
集
成
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
2
2
、
一
九
九
八
年
）
に
翻
刻
・
掲
載
。

（
3
3
）
　
履
歴
明
細
短
冊
（
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
保
管
・
石
井
家
文
書
）
、
註
（
3
2
）
前
掲
拙
稿

　
　
に
翻
刻
・
掲
載
。
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（
3
4
）
　
履
歴
明
細
短
冊
（
樋
田
英
↓
氏
所
蔵
）
、
沼
津
市
明
治
史
料
館
編
・
刊
『
西
沢
田
平
松
家
．

　
　
東
沢
田
樋
田
家
文
書
目
録
』
二
九
九
七
年
）
に
翻
刻
・
掲
載
。

（
3
5
）
　
註
（
1
4
）
前
掲
「
遠
江
国
相
良
勤
番
組
士
族
名
簿
」
。

（
3
6
）
　
「
由
緒
書
」
（
大
野
嶺
雄
氏
所
蔵
）
。

（
3
7
）
　
築
山
確
郎
「
由
緒
書
」
（
築
山
虎
次
氏
所
蔵
）
、
註
（
3
2
）
拙
稿
に
翻
刻
・
掲
載
。

（
3
8
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
幕
臣
志
村
貞
廉
日
記
　
こ
慶
応
四
年
六
月
二
十
八
日
条
。

（
3
9
）
　
陸
軍
頭
を
陸
軍
総
裁
の
後
身
と
考
え
、
三
月
時
点
で
新
設
さ
れ
服
部
常
純
が
任
命
さ
れ
た

　
　
と
す
る
文
献
も
あ
る
が
（
大
野
虎
雄
『
沼
津
兵
学
校
と
其
人
材
』
、
一
九
三
九
年
、
二
〇
頁
）
、

　
　
前
掲
「
幕
臣
志
村
貞
廉
日
記
　
一
」
慶
応
四
年
六
月
十
九
日
条
に
は
「
当
時
者
奉
行
名
義
御

　
　
廃
し
陸
軍
頭
二
成
、
阿
部
邦
之
助
殿
井
並
井
上
八
郎
殿
二
而
」
云
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
む

　
　
し
ろ
陸
軍
奉
行
の
後
身
で
あ
り
、
設
置
も
六
月
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
陸
軍
頭
に
就
任

　
　
し
た
の
は
阿
部
潜
で
あ
る
。

（
4
0
）
　
拙
稿
「
大
築
尚
志
略
伝
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
1
1
、
一
九
入
七
年
）
、
註
（
3
2
）
前
掲

　
　
拙
稿
、
原
平
三
『
市
川
兼
恭
』
二
九
四
一
年
、
温
知
会
、
七
四
頁
）
、
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵

　
　
学
校
職
員
伝
（
二
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
四
十
七
、
一
九
一
八
年
）
、
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
関
係

　
　
人
物
履
歴
集
成
　
そ
の
二
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
二
七
、
二
〇
〇
三
年
）
、
「
赤
松
則
良

　
　
日
記
」
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
・
赤
松
則
良
文
書
）
、
大
久
保
利
謙
編
『
西
周

　

全
集
』
第
三
巻
二
九
六
六
年
、
宗
高
書
房
、
八
二
五
頁
）
。

（
4
1
）
　
静
岡
県
編
・
刊
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
（
一
九
八
九
年
）
、
一
九
三
頁
。

　
　
ほ
ぼ
同
文
の
史
料
は
、
静
岡
県
史
料
刊
行
会
編
『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
五
巻
（
一
九

　
　
七
一
年
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
）
に
も
掲
載
。
な
お
、
陸
軍
総
括
を
か
つ
て
の
陸
軍
総
裁

　
　
の
後
身
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
陸
軍
御
用
重
立
取
扱
に
は
、
後
に
井
上

　
　
八
郎
・
藤
沢
次
謙
・
江
原
素
六
も
加
わ
っ
た
。
陸
軍
総
括
に
就
任
し
た
服
部
常
純
・
河
野
左

　
　
門
は
、
家
老
に
次
ぐ
藩
の
重
役
で
あ
る
中
老
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
海
陸
軍
井
学
問
所
御
用
」

　
　
「
大
奥
井
海
陸
軍
御
用
」
と
い
う
職
務
分
担
で
あ
っ
た
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
静
岡

　
　
藩
御
達
留
一
」
）
。

（
2
4
）
　
『
沼
津
市
史
　
史
料
編
近
代
1
』
（
］
九
九
七
年
、
沼
津
市
）
、
三
九
～
四
一
頁
。
他
に
、
石

　

橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
一
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
三
十
八
、
一
九
一
五
年
）
、
『
八
王
子
千

　

人
同
心
史
　
資
料
編
H
』
（
一
九
九
〇
年
、
入
王
子
市
教
育
委
員
会
）
に
も
収
録
。

（
4
3
）
　
註
（
4
）
前
掲
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
　
上
』
、
二
〇
四
頁
。

（
4
4
）
　
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
5
　
近
現
代
一
』
（
↓
九
九
六
年
、
静
岡
県
）
、
一
二
頁
。

（
4
5
）
　
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
職
員
伝
（
三
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
五
十
、
一
九
二
〇
年
、
二
六
頁
、

　

復
刻
版
合
本
第
八
巻
、
一
九
七
八
年
、
立
体
社
）
、
註
（
3
9
）
前
掲
『
沼
津
兵
学
校
と
其
人
材
』

　
　
（
四
頁
）
な
ど
。

（
4
6
）
　
「
官
録
」
（
立
田
稔
氏
所
蔵
）
、
註
（
1
6
）
前
掲
・
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴
集
成

　
　
　
そ
の
二
」
に
翻
刻
・
掲
載
。

（
4
7
）
　
「
浮
天
斎
日
記
　
巻
四
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
。
同
日
記
の
そ
の
後
の
部
分
に
は
、

　
　
七
月
五
日
「
出
明
細
書
於
会
計
所
」
、
八
月
九
日
「
塚
本
桓
輔
来
携
タ
セ
ン
ブ
ツ
ク
」
、
九
月

　
　
一
一
日
「
行
塚
本
託
会
計
所
之
事
」
と
い
っ
た
記
事
も
あ
る
。

（
4
8
）
　
註
（
1
6
）
前
掲
『
岳
陽
名
士
伝
』
、
一
〇
二
四
頁
。

（
4
9
）
　
註
（
4
0
）
前
掲
『
市
川
兼
恭
』
で
は
、
市
川
は
塚
本
と
と
も
に
作
成
し
た
学
校
規
則
を
五

　
　
日
に
提
出
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
現
在
何
も
知
る
事
を
得
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
　
な
お
、
市
川
は
静
岡
に
は
移
住
せ
ず
、
新
政
府
に
出
仕
し
京
都
兵
学
校
の
教
授
と
な
っ
た
。

（
5
0
）
　
註
（
1
6
）
前
掲
『
岳
陽
名
士
伝
』
、
一
〇
二
五
頁
、
註
（
6
）
前
掲
『
急
が
ば
廻
れ
』
、
三

　
　
六
七
～
三
七
〇
頁
、
註
（
7
）
前
掲
『
江
原
素
六
先
生
伝
』
、
上
篇
一
二
六
～
一
二
七
頁
。
た

　
　
だ
し
、
後
の
二
書
で
は
、
榎
本
の
ほ
う
か
ら
江
原
ら
に
面
会
を
求
め
脱
走
に
加
わ
る
よ
う
勧

　
　
誘
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
5
1
）
　
立
田
彰
信
「
日
記
摘
録
」
（
立
田
稔
氏
所
蔵
）
。

（
5
2
）
　
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
、
一
九
一
頁
。
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
補

　
　
遺
」
（
「
同
方
会
誌
』
五
十
、
一
九
二
〇
年
、
三
二
頁
、
復
刻
版
合
本
第
八
巻
、
一
九
七
八
年
）
、

　
　
『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
五
巻
（
六
頁
）
に
も
ほ
ぼ
同
文
史
料
。

（
5
3
）
　
註
（
3
1
）
に
同
じ
。

（
5
4
）
　
註
（
4
6
）
に
同
じ
。

（
5
5
）
　
註
（
3
2
）
に
同
じ
。

（
5
6
）
　
『
沼
津
市
史
　
史
料
編
近
代
一
』
、
四
一
～
四
四
頁
。

（
5
7
）
　
頬
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
沼
津
勤
番
組
十
八
番
頬
」
（
『
清
水
町
史
だ
よ
り
』
第
一
二
号
、

　
　
二
〇
〇
〇
年
）
で
考
察
し
た
が
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
確
に
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、

　
　
明
治
二
年
一
二
月
四
日
付
の
静
岡
勤
番
組
布
達
に
「
勤
番
組
之
者
今
般
頬
々
御
定
相
成
候
二

　
　
付
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
「
雲
渓
庵
日
記
」
）
、
静
岡
等
の
各
所

　
　
勤
番
組
で
は
陸
軍
生
育
方
に
由
来
す
る
沼
津
・
田
中
よ
り
も
遅
れ
て
頬
編
成
が
行
わ
れ
た
と

　
　
思
わ
れ
る
。

（
5
8
）
　
「
御
役
名
鑑
」
（
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
）
。
同
史
料
は
、
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』

　

第
六
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
に
写
真
が
掲
載
。

ハ
5
9
）
　
明
治
元
年
一
一
月
四
日
付
大
川
梅
翁
宛
大
川
通
久
書
簡
（
大
川
幸
作
氏
所
蔵
）
、
拙
稿
「
生

　
　
徒
の
手
紙
が
語
る
沼
津
兵
学
校
の
あ
と
さ
き
」
（
田
村
貞
雄
編
『
徳
川
慶
喜
と
幕
臣
た
ち
』
、

　
　
一
九
九
八
年
、
静
岡
新
聞
社
）
に
翻
刻
・
引
用
。

（
6
0
）
　
教
授
方
の
任
命
月
日
に
つ
い
て
は
、
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
（
一
九
二
～

　
　
一
九
五
頁
）
な
ど
に
よ
る
。
西
の
頭
取
任
命
に
つ
い
て
は
、
『
西
周
全
集
』
第
三
巻
（
解
説
一

　
　
三
七
頁
）
で
は
一
〇
月
二
四
日
に
な
っ
て
い
る
。

（
6
1
）
　
生
徒
の
任
命
月
日
に
つ
い
て
は
、
「
幕
臣
志
村
貞
廉
日
記
　
一
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
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所
蔵
∀
、
前
掲
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴
集
成
」
、
大
野
伴
三
「
由
緒
書
」
（
大
野
嶺

　

雄
氏
所
蔵
）
、
松
浦
元
治
「
明
治
維
新
で
清
水
地
域
に
移
住
し
て
き
た
旧
幕
臣
家
族
」
（
『
清
見

　

潟
』
第
三
号
、
一
九
九
三
年
、
一
七
〇
頁
）
な
ど
に
よ
る
。

（
6
2
）
　
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
一
（
復
刻
版
、
一
九
六
九
年
、
臨
川
書
店
）
、
二
〇
二
頁
。

（
6
3
）
　
二
年
四
月
四
日
付
大
川
梅
翁
宛
大
川
通
久
書
簡
（
大
川
幸
作
氏
所
蔵
）
、
前
掲
「
生
徒
の
手

　
　
紙
が
語
る
沼
津
兵
学
校
の
あ
と
さ
き
」
に
翻
刻
・
引
用
。

（
6
4
）
　
註
（
5
9
）
に
同
じ
。

（
6
5
）
　
註
（
5
2
）
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
補
遺
」
、
三
三
頁
。

（
6
6
）
　
同
前
、
三
二
～
三
三
頁
。

（
6
7
）
生
徒
で
あ
っ
た
築
山
確
郎
は
、
二
年
八
月
生
育
方
頭
取
支
配
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
「
沼

　
　
津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴
集
成
」
）
。

（
6
8
）
　
註
（
1
2
）
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
五
）
」
、
二
八
頁
。

（
6
9
）
　
明
治
三
年
「
静
岡
御
役
人
附
」
（
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
二
、
＝
二
頁
）
に

　
　
は
、
「
生
徒
」
と
し
て
石
川
八
十
五
郎
以
下
一
五
名
の
名
前
が
あ
る
。

（
7
0
）
　
村
松
勝
平
「
由
緒
書
・
親
類
書
」
（
林
重
臣
氏
所
蔵
）
。

（
7
1
）
　
天
野
駒
吉
「
由
緒
書
」
（
天
野
勝
美
氏
所
蔵
）
。
な
お
、
廃
止
の
前
段
と
し
て
、
明
治
二
年

　
　
六
月
、
書
院
組
は
「
陸
軍
之
手
ヲ
離
レ
」
（
「
幕
臣
志
村
貞
廉
日
記
　
二
」
二
年
六
月
二
四
日

　
　
条
）
て
い
る
。

（
7
2
）
　
「
静
岡
藩
御
達
留
一
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
。
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革

　
　
（
六
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
四
十
三
、
一
九
一
六
年
、
一
＝
頁
、
復
刻
版
合
本
第
七
巻
、
一
九
七

　
　
八
年
、
立
体
社
）
に
も
同
文
史
料
掲
載
。

（
7
3
）
　
宮
地
正
人
『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』
（
一
九
九
九
年
、
岩
波
書
店
）
、
四
一

　
　
四
頁
。

（
7
4
）
　
註
（
7
2
）
前
掲
「
静
岡
藩
御
達
留
一
」
。

（
7
5
）
　
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
5
　
近
現
代
こ
、
三
六
～
三
七
頁
。

（
7
6
）
　
註
（
7
2
）
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
。
た
だ
し
、
三
〇
〇
〇
名
の
常
備
兵
に
つ
い

　
　
て
政
府
が
静
岡
藩
に
発
し
た
命
令
に
つ
い
て
は
、
原
文
は
不
明
。
ち
な
み
に
、
明
治
政
府
が

　
　
諸
藩
に
発
し
た
、
明
治
元
年
閏
四
月
二
〇
日
の
陸
軍
編
制
法
（
万
石
五
〇
人
藩
地
常
備
）
、
三

　
　
年
二
月
二
〇
日
常
備
編
隊
規
則
（
万
石
六
〇
人
）
は
、
二
年
一
〇
月
に
静
岡
藩
が
受
け
た
と

　
　
い
う
命
令
と
は
時
期
が
ず
れ
過
ぎ
て
お
り
、
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
二

　
　
年
七
月
六
日
付
で
岩
倉
具
視
に
宛
て
た
勝
海
舟
の
報
告
に
は
、
「
恣
に
兵
備
世
話
仕
り
候
て
は
、

　
　
往
々
の
大
御
趣
意
に
相
障
り
申
す
べ
き
哉
と
愚
考
仕
り
候
間
、
兵
隊
は
悉
く
解
き
、
陸
軍
兵

　
　
頭
の

者

共
、
教
授
頭
井
び
に
教
授
世
話
方
兵
士
は
、
生
育
方
と
仕
置
き
、
専
ら
学
術
致
さ
せ

　
　
置
き
、
操
練
等
は
止
め
置
き
候
事
に
御
座
候
。
此
度
仰
せ
出
さ
れ
御
座
候
上
は
、
士
族
若
年

　
　
の
者
は
追
々
益
々
勉
励
、
御
用
立
ち
候
程
の
兵
隊
取
立
て
候
心
得
に
御
座
候
事
」
（
『
勝
海
舟

　

全
集
』
2
1
、
一
九
七
三
年
、
五
三
九
頁
）
と
あ
り
、
操
練
等
を
廃
止
し
た
静
岡
藩
側
の
思
惑

　
　
と
は
裏
腹
に
、
七
月
時
点
で
す
で
に
「
兵
隊
取
立
」
の
政
府
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　
　
「
此
度
仰
せ
出
さ
れ
」
た
と
い
う
政
府
命
令
と
、
一
〇
月
の
三
〇
〇
〇
名
常
備
兵
命
令
と
が
ど

　
　
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

（
7
7
）
　
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
、
二
三
頁
。

（
7
8
）
　
辞
令
（
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
・
大
築
尚
志
関
係
文
書
）
。

（
7
9
）
　
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
五
）
」
、
二
九
頁
。

（
8
0
）
　
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
、
二
三
頁
。
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
こ
（
二

　
　
〇
〇
頁
）
、
「
静
岡
藩
御
達
留
一
」
（
二
年
＝
月
七
日
付
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
に

　
　
も
同
文
史
料
が
掲
載
。

（
8
1
）
　
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
、
二
二
頁
。
前
掲
「
静
岡
藩
御
達
留
一
」
（
東
京
大
学
史

　
　
料
編
纂
所
所
蔵
）
に
も
同
文
史
料
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
2
）
　
な
お
、
明
治
元
年
一
二
月
中
旬
に
発
せ
ら
れ
た
布
達
で
は
、
勤
番
組
所
属
の
「
不
勤
の

　
　
面
々
」
で
あ
っ
て
も
「
身
体
剛
壮
」
で
「
兵
士
の
勤
向
に
堪
候
程
」
の
者
は
、
陸
軍
生
育
方

　
　
頭
取
支
配
へ
編
入
可
能
で
あ
り
、
志
願
者
は
申
し
出
る
よ
う
に
と
さ
れ
て
お
り
（
『
静
岡
県
史

　
　
　
通
史
編
5
　
近
現
代
一
』
、
二
二
頁
）
、
勤
番
組
か
ら
兵
士
が
輩
出
さ
れ
る
ル
ー
ト
が
す
で

　
　
に
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
生
育
方
へ
の
所
属
替
え
が
前

　
　
提
で
あ
っ
た
。

（
8
3
）
　
小
島
勤
番
組
「
明
治
三
午
年
廻
状
留
」
（
江
川
文
庫
所
蔵
）
。

（
8
4
）
　
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
ご
、
二
二
頁
。

（
8
5
）
　
『
沼
津
市
史
　
史
料
編
近
代
1
』
、
六
五
～
六
六
頁
。

（
8
6
）
　
註
（
3
1
）
前
掲
「
由
緒
書
」
。

（
8
7
）
　
拙
稿
「
史
料
紹
介
　
山
木
鈴
木
家
文
書
中
の
静
岡
藩
御
用
留
　
沼
津
兵
学
校
関
係
史
料
を

　
　
中
心
に
ー
」
（
『
韮
山
町
史
の
栞
』
第
1
4
集
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
8
8
）
　
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
、
二
二
頁
。

（
8
9
）
　
前
掲
「
幕
臣
志
村
貞
廉
日
記
　
三
」
明
治
三
年
九
月
一
五
日
条
。

（
9
0
）
　
前
掲
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
六
）
」
、
二
二
～
二
三
頁
。

（
9
1
）
　
同
前
、
二
二
頁
。

（
9
2
）
　
註
（
3
9
）
前
掲
『
沼
津
兵
学
校
と
其
人
材
』
、
八
六
～
八
七
頁
。

（
9
3
）
　
拙
稿
「
史
料
紹
介
　
沼
津
兵
学
校
人
名
簿
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
2
1
、

（
9
4
）
　
戸
張
胤
邦
「
履
歴
書
」
（
戸
張
眞
明
氏
所
蔵
）
。

（
9
5
）
　
岡
本
昆
石
「
予
が
英
学
修
業
の
道
中
」
（
『
同
方
会
誌
』
四
十
九
、
一
九
一
九
年
、

　
　
合
本
第
八
巻
）
、
三
九
頁
。

（9
6
）
　
前
…
掲
「
沼
津
丘
ハ
学
校
沿
革
（
⊥
ハ
）
」
、
　
二
一
二
頁
。

（
9
7
）
　
前
掲
『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
五
巻
、
一
四
～
一
七
頁
。

一
九
九

七
年
）
。

復
刻
版
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（
9
8
）
　
江
原
素
六
「
維
新
前
後
の
経
歴
談
」
（
『
同
方
会
誌
』
二
十
四
、
一
九
〇
三
年
、
復
刻
版
合

　
　
本
第
四
巻
、
一
九
七
七
年
）
、
二
四
頁
。

（
9
9
）
　
註
（
6
）
前
掲
『
急
が
ば
廻
れ
』
、
三
八
六
～
三
八
七
頁
。

（
o
o
1
）
　
註
（
4
2
）
前
掲
『
沼
津
市
史
　
史
料
編
近
代
1
』
、
六
八
～
六
九
頁
。

（
1
0
1
）
　
三
年
八
月
一
〇
日
頭
取
よ
り
兵
学
校
政
府
移
管
の
見
込
み
に
つ
き
達
（
「
沼
津
兵
学
校
沿
革

　
　
（
七
）
」
『
同
方
会
誌
』
四
十
四
、
一
九
一
七
年
、
九
頁
）
。

（
2
0
1
）
　
三
年
九
月
静
岡
藩
よ
り
政
府
に
対
し
沼
津
兵
学
校
教
授
・
生
徒
の
貢
進
を
請
願
（
「
太
政
類

　
　
典
」
、
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
に
掲
載
、
二
〇
一
～
二
〇
二
頁
）
。

（
3
G
1
）
　
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
こ
、
一
九
五
～
一
九
六
頁
。

（
蝋
）
　
前
掲
『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
五
巻
（
六
～
八
頁
）
、
「
実
現
し
な
か
っ
た
箱
館
戦
争

　
　
へ
の
出
兵
」
（
『
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
』
第
5
3
号
、
一
九
九
八
年
）
。

（
5
0
1
）
　
山
本
政
恒
『
幕
末
下
級
武
士
の
記
録
』
（
一
九
八
五
年
、
時
事
通
信
社
）
、
＝
二
五
頁
。

（
価
）
　
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
、
九
〇
頁
。

（
7
0
1
）
　
前
掲
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
　
上
』
、
二
〇
七
頁
。

（
鵬
）
市
原
正
恵
「
山
田
大
夢
『
戊
辰
後
経
歴
』
1
駿
州
移
住
一
士
族
の
記
録
　
」
（
『
地
方
史
静

　
　
岡
』
第
六
号
、
一
九
七
六
年
）
、
九
〇
頁
。

（
囎
）
　
荒
川
重
平
日
記
（
荒
川
鐵
太
郎
氏
所
蔵
）
。

（
0
1
1
）
　
石
橋
絢
彦
「
沼
津
兵
学
校
沿
革
（
八
）
」
（
『
同
方
会
誌
』
四
十
八
、
一
九
一
八
年
、
復
刻
版

　
　
合
本
第
八
巻
）
、
四
八
頁
。

（
m
）
　
政
府
・
兵
学
寮
刊
『
陸
軍
日
典
』
と
同
内
容
の
た
め
、
明
治
四
年
一
月
出
版
不
許
可
に
な
っ

　
　
て
い
る
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
」
）
。

（
2
1
1
）
　
管
見
の
限
り
で
は
、
『
野
戦
要
務
』
は
香
川
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
神
原
文
庫
）
、
『
仏
蘭

　
　
西
歩
兵
程
式
』
は
沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
の
、
そ
れ
ぞ
れ
一
セ
ッ
ト
し
か
発
見
さ
れ
て
お

　
　
ら
ず
、
『
兵
学
程
式
』
は
香
川
と
沼
津
に
一
セ
ッ
ト
ず
つ
残
る
の
み
で
あ
る
。

（
3
1
1
）
　
同
時
期
、
徴
兵
制
実
施
よ
り
も
国
民
普
通
教
育
の
充
実
を
先
決
と
考
え
、
士
官
養
成
を
優

　
　
先
す
る
よ
う
主
張
し
た
山
田
顕
義
の
存
在
が
あ
る
（
前
掲
『
改
訂
明
治
軍
制
史
論
（
上
ご
、

　
　
二
六
〇
～
二
六
一
頁
）
。
阿
部
・
江
原
ら
の
思
想
と
似
通
っ
て
い
る
が
、
単
な
る
偶
然
で
あ
ろ

　
・
つ
。

（
孤
）
　
園
田
英
弘
『
西
洋
化
の
構
造
』
（
一
九
九
三
年
、
思
文
閣
出
版
）
。

（
5
1
1
）
　
註
（
8
7
）
前
掲
「
史
料
紹
介
　
山
木
鈴
木
家
文
書
中
の
静
岡
藩
御
用
留
　
沼
津
兵
学
校
関

　
　
係
史
料
を
中
心
に
ー
」
。

（
6
1
1
）
　
註
（
6
）
前
掲
『
急
が
ば
廻
れ
』
、
三
四
二
～
三
四
三
頁
。

（
7
］
1
）
　
長
州
藩
の
奇
兵
隊
に
は
、
同
志
的
結
合
を
組
織
化
し
た
と
も
い
う
べ
き
伍
長
会
議
が
あ
り
、

　

隊
の

中
で
は
垂
直
軸
の
力
と
は
別
に
水
平
軸
の
力
が
強
く
働
い
て
い
た
と
い
う
（
田
中
彰
「
高

　
　
杉
晋
作
と
奇
兵
隊
』
、
一
九
八
五
年
、
岩
波
新
書
、
三
〇
～
三
一
頁
、
一
九
二
～
一
九
三
頁
）
。

幕

府
陸
軍
と
奇
兵
隊
と
で
は
違
い
が
大
き
い
が
、
個
人
の
意
見
尊
重
と
下
意
上
通
の
ル
ー
ト

づ
く
り
は
、
限
定
的
な
意
味
に
お
い
て
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

（二
〇

〇

四
年
三
月
二
六
日
受
理
、

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

二
〇

〇

四
年
七
月
二
↓
日
審
査
終
了
）

221



The　Dissolution　of　the　Shogunate’s　Amly　and　the　Establishment　of　the　N11－

mazu　Military　Academy　in　the　Shizlloka　Felldal　Domain

HIGucHI　Takehiko

It　is　correct　to　ac㎞owledge也at　the　Numazu　Mili皿y　Academy　established　in　early　Me茸i　by血e

Shizlloka　clan，　which　represented　a　newer　and　di丘erent　face　of　the　Tokugawa　shogunate，　was　the　fi－

nal　site　for　the　advancement　of　military　refomls　by　the　shogunate　at　the　end　of　Tokugawa　period，

albeit　within　an　extremely　limited　scope　that　saw　its　evolution　to　a　military　of6cer　training　institute．

However，　fUndamental　d近erences　between　the　ShLzuoka　clan－the　regional　government－and　the

shogunate－the　central　govemment－meant　that　their　relationship　by　no　means　constituted　one　of

linear　succession　concerning　the　overall　military　system．　Unlike　the　navy，　where　desertion　and　anni－

hila60n　caused　it　to　vanish　spontaneously，　the　eno㎜ous　might　of　the㎜y　that　had　been　created

dudng　the　Tokugawa　pe亘od　was　not　needed　by　the　Shizuoka　clan，　and　subsequently　underwent

large－scale　restructuring．　The　shogunate’s　policy　of　strengthening　the　military　was　turned　on　its

head　by　the　Shizuoka　clan，　which　took　a　path　toward　disamlament．　There　were　more　than　a　few　ar－

eas　in　which　there　was　not　only　no　quantitative　succession，　but　in　which　there　was　an　absence　of

qUalitatiVe　SUCCeSSiOn　aS　well．

　　This　paper五rst　examines　the　existence　or　otherwise　of　a　rela60nship　of　succession　between　the

Numazu　Military　Academy　and　the　military　academy　established　by　the　shogunate　at　the　end　of　the

Tokugawa　pe㎡od．　It　then　reveals　that　there　was　no　continuation　between　the　fomer　and　the　latter，

which　was　established　by　a　French　military　advisory　gr皿p，　either　in　terms　of　personnel　or　in　or－

ganiza60n．

　　　Next，　I　investigate　the　process　of　the　dissolution　and廿1e　reorganization　of　the　shogunate　army

that　began　around　May　and　June　1868，　which　cons6tuted　the　process　of　the　establishment　of　the

Shizuoka　clan’s　military　system．　There　is　no　mention　in“Zoku　Tokugawa　Jikki”（a　history　of　the

Tokugawa　pe亘od），“Ryueibunin”（records　of　the　appointment　and　dismissal　of　shogunate　of6cials）

or“ Rikugun　Rekishi”（“History　of　the　Amly”）of　changes　to　military　organization　after　the　fall　of

the　shogunate，　that　is，　after　May　1868．　In　other　words，　there　is　a　vacuum　of　documentary　evidence

on　an　interim　process　that　connects　the　shogunate　amly　with　the　military　system　of　the　Shizuoka
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clan．　This　paper　will　cla㎡y　the　ac亡ual　si亡uadon　at亡his　dme．

　　　This　paper　will　examine　the　characteristics　of　the　Shizuoka　clan，　which　adopted　an　unusual　mili－

tary　system　whereby　it　did　not　have　any　regular　troops　though　it　did　maintain　back－of6ce　groups

Ibr　educational　and　work　programs，　within　the　context　of　its　reIationship　with　the　Numazu　Military

Academy．　It　examines　the　existence　of　trained　troops　who　were　stadoned　at　the　Numazu　Military

Academy　in　1870．　Although　it　is　thought　that　the　academy　had　the　equivalent　of　3，000　reguIar

troops　as　prescribed　by　govemment　ordinance，　the　truth　of　the　matter　is　that　not　only　did　the　num－

ber　of　troops　fall　short　of　the　number　required，　but　they　were　noncommissioned　of丘cer　candidates

and　not　mere　rank　and　file　soldiers．

　　　Alth卯gh　the　Shizuoka　clan　had　to　discard　many　of　its　assets　from　the　period　of　the　shogunate

a㎝y，it　appropriately　took　over　some　good　quality　assets．　In　addi60n，　the　clan　added　new　personal

networks　and　ideas　that　had　not　been　part　of　the　shogunate　army，　and　stood　its　ground　against　the

Me茸i　govemment．　They　did　this　through　the　Numazu　Militaly　Academy　and　through　the　system　of

trained　troops．　As　fbr　the　question　of　whether　or　not　they　consc亘pted　civilians　into　the　amly，　the

Shizuoka　clan　did　lag　behind　the　govemment　and　other　clans　on　this　point．　However，　with　regard　to

non－military　education　in　the　foml　of　p亘mary　and　secondary　education，　they　exhibited　a　progres－

sive　approach　that　was　ahead　of　the　rest　of　the　country．　That　is，　they　led　the　way　with　moderniza－

don　of　their　educa60nal　activities　rather　than　with　their　military　activities．　In　fact，　the　Numazu　Mili－

tary　Academy　epitomized　a　school　where　the　emphasis　was　on　learning　rather　than　on　military　af

垣rs．
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